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近
代
創
作
巫
女
神
楽
の
音
楽
的
考
察

　—
〈
八
雲
舞
〉〈
鈴
舞
（
真
澄
鏡
）〉〈
浦
安
の
舞
〉
を
中
心
に—

寺
　
内

　
直

　
子

は
じ
め
に

　

こ
の
論
文
は
、
宮
内
省
楽
師
だ
っ
た
多
忠
朝
が
、
二
〇
世
紀
前
半
に
神
社
の
祭
祀
用
に
創
作
し
た
巫
女
神
楽
の
音
楽
的
特
徴
を
分
析
す
る

こ
と
に
よ
り
、
忠
朝
が
提
唱
し
た
「
新
し
い
神
社
音
楽
」
が
音
楽
的
に
何
を
め
ざ
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

拙
稿
も
含
め
、近
年
、多
忠
朝
の
創
作
舞
楽
、創
作
巫
女
神
楽
に
つ
い
て
言
及
し
た
論
考
が
増
え
て
き
た
。
特
に
、朝
鮮
の
京
城（
現
・
ソ
ウ
ル
）

に
一
九
二
五
年
に
創
設
さ
れ
た
日
本
の
官
幣
大
社
・
朝
鮮
神
宮
の
祭
祀
音
楽
に
忠
朝
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
植
民
地
経
営
と

芸
能
、
メ
デ
ィ
ア
の
脈
絡
で
、
多
忠
朝
の
神
社
音
楽
に
言
及
す
る
論
文
が
あ
る
（
寺
内　

二
〇
一
〇
、二
〇
一
六
、
山
本　

二
〇
二
〇
、
武

藤　

二
〇
一
九
、
イ
・
チ
ソ
ン　

二
〇
一
九
、二
〇
二
一
、
イ
・
ス
ジ
ョ
ン　

二
〇
一
九
）。
し
か
し
、
意
外
な
こ
と
に
、
忠
朝
の
創
作
巫
女

神
楽
そ
の
も
の
の
音
楽
的
特
徴
を
詳
し
く
分
析
し
た
も
の
が
無
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
多
忠
朝
が
創
作
し
た
巫
女
神
楽
と
し
て
は
も
っ
と

も
初
期
の
も
の
に
属
す
る
愛
知
県
の
津
島
神
社
の
〈
八
雲
舞
〉（
一
九
二
七
）、
一
九
三
五
年
に
京
城
の
朝
鮮
神
宮
鎮
座
十
周
年
祭
で
奉
奏
さ

れ
た
〈
榊
舞
（
真
榊
舞
、
御
榊
舞
）〉〈
扇
舞
（
御
国
舞
）〉〈
鈴
舞
（
真
澄
鏡
）〉（
完
成
は
一
九
三
一
年
）
の
う
ち
〈
鈴
舞
〉、
そ
し
て
、
紀

元
二
千
六
百
年
関
連
行
事
で
広
く
奉
奏
さ
れ
た
〈
浦
安
の
舞
〉（
一
九
四
〇
）
の
音
楽
分
析
を
行
い
、
忠
朝
が
唱
え
る
「
新
し
い
神
社
音
楽
」

が
従
来
の
雅
楽
か
ら
何
を
引
き
継
ぎ
、
何
を
新
し
く
創
出
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。
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忠
朝
が
創
作
し
た
巫
女
神
楽
は
右
以
外
に
も
多
数
あ
り
、
ま
た
戦
後
に
創
作
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
三
曲
を
考
察
対
象
と
す
る
理

由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、①
右
に
挙
げ
た
忠
朝
作
品
の
中
で
は
、津
島
神
社
の
巫
女
神
楽
〈
八
雲
舞
〉（
一
九
二
七
年
）
は
も
っ

と
も
初
期
の
作
品
で
あ
る
こ
と
、
②
〈
榊
舞
〉〈
扇
舞
〉〈
鈴
舞
〉
は
、
一
九
三
二
年
に
多
忠
朝
が
創
立
し
た
神
社
音
楽
協
会
が
、
五
年
後
の

一
九
三
七
年
に
出
版
し
た
『
祭
祀
楽
神
楽
歌
曲
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
、
神
社
音
楽
協
会
が
普
及
し
よ
う
と
し
て
い
た
中
心
的
な

レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
あ
る
こ
と
、
③
〈
浦
安
の
舞
〉
は
紀
元
二
千
六
百
年
の
祝
典
で
、
日
本
国
内
お
よ
び
当
時
の
日
本
が
実
効
支
配
し
た
い
わ

ゆ
る
「
外
地
」
で
も
広
く
奉
奏
さ
れ
、
現
在
な
お
神
社
の
行
事
で
最
も
頻
繁
に
目
に
す
る
こ
と
が
多
い
巫
女
神
楽
で
あ
る
こ
と
、
の
三
点
で

あ
る
。
楽
曲
は
も
ち
ろ
ん
相
互
に
微
妙
に
異
な
る
が
、
あ
る
通
底
す
る
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
特
徴
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

二
〇
世
紀
後
半
に
忠
朝
の
次
世
代
の
宮
内
庁
楽
師
た
ち
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
巫
女
神
楽
に
も
深
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
本
稿
は
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
、
多
忠
朝
と
神
社
音
楽
協
会

一
ー
一
、
多
忠
朝
と
そ
の
作
品

　

多
忠
朝
（
一
八
八
三
〜
一
九
五
六
）
は
、
宮
内
省
楽
部
の
楽
人
で
あ
っ
た
。
京
都
方
楽
人
・
多
忠
古
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
明
治
四
二

年
（
一
九
○
九
）
に
宮
内
省
の
楽
師
に
任
官
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
に
楽
長
と
な
っ
た

一
。
忠
朝
は
、
宮
内
省
の
楽
人
と
し
て
活
動

す
る
か
た
わ
ら
、
早
く
か
ら
神
社
に
お
け
る
祭
祀
音
楽
の
興
隆
を
説
き
、
在
職
中
の
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
神
社
音
楽
協
会
（
後
述
）

を
設
立
し
た
。
こ
の
団
体
は
、
忠
朝
の
死
後
、
娘
の
多
静
子
（
一
九
一
二
〜
二
○
一
三
）
が
継
い
だ
。
平
成
二
三
（
二
○
一
一
）
年
に
一
般

社
団
法
人
と
な
り
、
現
在
も
存
続
し
て
い
る

二
。

　

多
忠
朝
は
多
数
の
楽
舞
を
創
作
し
て
い
る
が
、
作
品
の
全
貌
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
神
社
音
楽
協
会
が
一
九
九
七
年
に
発
行
し
た
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CD

『
神
前
神
楽
』
の
解
説
書
に
よ
れ
ば
、「
新
作
し
た
も
の
は
百
曲
余
」
に
及
ぶ
と
い
う
。
忠
朝
は
、
昭
和
一
五
（
一
九
四
○
）
年
の
紀
元

二
千
六
百
年
の
祝
典
に
際
し
て
、
宮
内
省
楽
部
が
制
作
し
た
新
作
舞
楽
〈
昭
和
楽
〉
と
〈
悠
久
〉
の
作
曲
、
作
舞
を
担
当
し
た
ほ
か
、
全
国

の
神
社
で
奉
奏
さ
れ
た
巫
女
神
楽
〈
浦
安
の
舞
〉
を
創
作
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

三
。
以
下
に
差
し
当
た
り
忠
朝
作
品
と
確
認
で

き
る
も
の
、
及
び
忠
朝
作
品
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
を
列
挙
す
る
。

★
は
国
会
図
書
館
の
「
歴
史
的
音
源
（
れ
き
お
ん
）」
の
サ
イ
ト
で
録
音
試
聴
可

四

●CD

『
神
前
神
楽
』（
神
社
音
楽
協
会　

一
九
九
七
）
収
録

◎
『
祭
祀
楽
神
楽
歌
曲
集　

第
一
編
』
一
九
三
七
（
神
社
音
楽
協
会
）
に
楽
譜
あ
り

五

◯
『
神
社
音
楽
集　

第
一
輯
』
一
九
五
〇
（
神
社
本
庁
発
行
）
に
楽
譜
あ
り

歌
舞
〈
八
雲
舞
〉（
一
九
二
七
）（
津
島
神
社
）

歌
舞
〈
悠
紀
・
主
基
の
風
俗
〉

六
（
一
九
二
八
）（
昭
和
天
皇
大
嘗
祭
）

歌
舞
〈
八
乙
女
の
舞
〉（
一
九
三
三
）

七
●

歌
舞
〈
榊
舞
（
真
榊
舞
、
御
榊
舞
）〉（
一
九
三
一
）
歌
詞
：
明
治
天
皇
◎
◯

歌
舞
〈
鈴
舞
（
真
澄
鏡
）〉（
一
九
三
一
）
歌
詞
：
明
治
天
皇
◎
◯
●

歌
舞
〈
扇
舞
（
御
国
舞
）〉（
一
九
三
一
）
歌
詞
：
明
治
天
皇
◎
◯

歌
舞
〈
五
十
鈴
舞
〉（
一
九
三
四
〜
五
）
歌
詞
：
竹
田
宮
昌
子
内
親
王

歌
曲
〈
岩
屋
戸
神
楽
〉（
一
九
三
五
）
★
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歌
曲
〈
朝
鮮
神
宮
奉
讃
唱
歌
〉（
一
九
三
五
）（
朝
鮮
神
宮
）
★

器
楽
〈
楽
蹲
〉（
一
九
三
六
）
★

器
楽
〈
胡
蝶
〉（
一
九
三
六
）
★

歌
曲
〈
献
饌
神
楽
歌
（
御
鏡
）〉（
一
九
三
七
）
◎

歌
曲
〈
撤
饌
神
楽
歌
（
神
歌
）〉（
一
九
三
七
）
◎

歌
曲
〈
献
饌
神
楽
歌
（
新
嘗
祭
用
）〉
一
九
三
七
）
◎

歌
曲
〈
撤
饌
神
楽
歌
（
古
歌
）〉（
一
九
三
七
）
◎

舞
楽
〈
悠
久
〉（
一
九
四
○
）
★
（
歌
付
き
舞
楽
、
戦
後
、
巫
女
神
楽
〈
悠
久
の
舞
〉
に
改
作
●
）

舞
楽
〈
昭
和
楽
〉（
一
九
四
○
）
★

舞
楽
〈
懐
古
〉（
一
九
四
○
）

歌
舞
〈
浦
安
の
舞
〉（
一
九
四
○
）
★
●
◯

歌
曲
〈
朝
礼
歌
〉

八
（
一
九
四
〇
）
歌
詞
：
明
治
天
皇

器
楽
〈
鶏
鳴
楽
〉

九
（
一
九
四
〇
カ
）
◯

器
楽
〈
浦
安
の
曲
〉

一
〇

（
一
九
五
〇
以
前
）
◯

器
楽
〈
玉
盞
の
曲
〉

一
一

（
一
九
五
〇
以
前
）
◯

歌
舞
〈
靖
国
の
舞
〉

一
二

（
一
九
四
二
）
●

歌
舞
〈
玉
垣
の
舞
〉（
年
代
不
明
）

歌
舞
〈
万
代
の
舞
〉

一
三

（
一
九
五
〇
以
前
）
◯
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歌
曲
〈
玉
串
奉
奠
の
歌
〉（
神
拝
歌
）

一
四

（
一
九
四
八
）
●
◯

歌
舞
〈
倭
舞
〉

一
五

（
一
九
五
〇
以
前
）
◯

歌
舞
〈
神
拜
舞
〉

一
六

（
一
九
五
〇
以
前
）
◯

歌
舞
〈
み
た
ま
慰
の
舞
〉（
一
九
五
一
）
●

歌
舞
〈
富
岡
の
舞
〉（
一
九
五
一
）（
富
岡
八
幡
宮
）

　

忠
朝
作
品
は
お
お
む
ね
神
社
の
祭
祀
用
の
舞
が
多
い
が
、〈
楽
蹲
〉、〈
胡
蝶
〉（
一
九
三
六
）
の
よ
う
に
、伝
統
的
な
雅
楽
の
楽
曲
を
（
当
時
の
）

現
代
風
に
編
曲
し
た
作
品
も
あ
る
。
ま
た
テ
ノ
ー
ル
や
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
が
歌
う
歌
曲
の
〈
岩
屋
戸
神
楽
〉〈
朝
鮮
神
宮
奉
讃
唱
歌
〉
な
ど
も

あ
る

一
七

。
さ
ら
に
戦
後
に
作
ら
れ
た
〈
み
た
ま
慰
の
舞
〉（
一
九
五
一
）
は
祭
祀
用
の
巫
女
神
楽
で
あ
り
な
が
ら
、C-D

-E-F-G
-A-B-C’

の

音
か
ら
成
る
（
終
止
音
はC

）
洋
楽
の
長
音
階
的
特
徴
を
持
つ
斬
新
な
音
楽
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
忠
朝
作
品
は
か
な
り
実
験
的

な
趣
を
持
つ
も
の
も
あ
る
が
、
最
も
多
い
の
は
、
伝
統
的
な
雅
楽
の
特
徴
を
基
調
に
し
つ
つ
新
た
な
工
夫
を
取
り
入
れ
た
巫
女
神
楽
で
あ
る
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
忠
朝
は
、
神
社
で
演
奏
さ
れ
る
音
楽
と
し
て
、
民
間
芸
能
者
に
よ
っ
て
奉
奏
さ
れ
る
太
々
神
楽
な
ど
の
芸
能
も
認
め

て
い
る
が
、
神
事
の
も
っ
と
も
中
核
の
部
分
で
演
奏
さ
れ
る
べ
き
も
の
は
、
典
拠
が
正
し
い
歌
詞
（
例
え
ば
天
皇
御
製
の
和
歌
）
に
よ
る
神

楽
歌
、
雅
楽
器
の
伴
奏
、
雅
楽
の
舞
の
型
を
基
調
と
し
た
女
性
に
よ
る
新
し
い
巫
女
神
楽
と
考
え
て
い
た
。
新
し
い
巫
女
神
楽
が
雅
楽
を
基

調
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
忠
朝
は
じ
つ
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
実
際
の
作
品
を
見
る
限
り
、
皇
室
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
国

家
神
道
の
成
立
と
そ
れ
に
伴
う
神
道
儀
礼
の
整
備
の
過
程
で
重
用
さ
れ
た
雅
楽
（
塚
原　

二
〇
〇
九
、
阪
本　

二
〇
一
六
）
こ
そ
を
基
盤
と

し
て
神
社
音
楽
を
創
造
す
る
こ
と
が
、
忠
朝
に
と
っ
て
所
与
の
命
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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一
ー
二
、
神
社
音
楽
協
会

　

神
社
音
楽
協
会
は
、昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
設
立
さ
れ
た
。「
神
社
音
楽
協
会
々
則
」
が
あ
る
の
で
、や
や
長
い
が
全
文
を
紹
介
す
る
。

講
師
と
し
て
名
を
連
ね
る
楽
師
の
名
前
の
下
に
、
氏
名
よ
み
が
な
と
生
没
年
を
補
っ
た
。
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

　
　

第
一
章　

目
的

第
一
條	

本
会
ハ
神
社
音
楽
ノ
改
善
発
達
ヲ
図
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

　
　

第
二
章　

名
称
及
事
務
所

第
二
條	

本
会
ハ
神
社
音
楽
協
会
ト
称
ス

第
三
條	

本
会
ノ
事
務
所
ハ
当
分
左
ノ
所
ニ
置
ク

　
　

東
京
市
外
渋
谷
町
常
磐
松
一

　
　
　
　

東
京
女
子
音
楽
学
校
内

　
　

第
三
章　

事
業

第
四
條	

本
会
ハ
第
一
條
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ン
ガ
為
ニ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ

	

一
、	

神
社
音
楽
ノ
研
究

	

二
、	

神
楽
舞
ノ
創
作

	

三
、	

楽
人
並
ニ
舞
姫
ノ
養
成
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四
、	

楽
人
派
遣
ノ
需
ニ
応
ズ
ル
事

	

五
、	

神
楽
舞
奉
納
ノ
需
ニ
応
ズ
ル
事

	
六
、	

定
期
公
演
会
ヲ
開
催
ス
ル
事

	
七
、	

神
社
ニ
於
ケ
ル
伝
来
歌
舞
音
楽
ノ
改
善
ト
修
正
ノ
需
ニ
応
ズ

	

八
、	
其
ノ
他
本
会
ノ
目
的
達
成
ニ
資
ス
ベ
キ
諸
般
ノ
事
業

　
　

第
四
章　

会
員

第
五
條	

本
会
ノ
趣
旨
ヲ
賛
同
シ
毎
年
金
壹
円
以
上
ヲ
寄
贈
セ
ラ
ル
ゝ
モ
ノ
ヲ
普
通
会
員
ト
ス

第
六
條	

会
員
ニ
シ
テ
退
会
セ
ン
ト
欲
セ
ラ
ル
ル
場
合
ハ
其
旨
事
務
所
ヘ
届
出
デ
ラ
レ
度
シ

第
七
條	

本
会
ノ
趣
旨
ヲ
賛
助
シ
毎
年
金
五
円
以
上
ヲ
寄
贈
セ
ラ
ル
ゝ
者
ヲ
賛
助
会
員
ト
ス

第
八
條	

本
会
ノ
趣
旨
ヲ
賛
助
シ
本
会
ノ
目
的
達
成
ノ
為
ニ
協
力
指
導
セ
ラ
ル
ゝ
者
ヲ
推
薦
シ
テ
名
誉
会
員
ト
ス

第
九
條	

本
会
ハ
毎
年
一
回
会
報
ヲ
発
行
シ
テ
会
員
ニ
頒
ツ

　
　

第
五
章　

役
員

第
十
條　

本
会
ニ
左
ノ
役
員
を
置
ク

	

一
．	

会
長　

一
名

	

二
．	

顧
問　

若
干
名

	

三
．	

主
幹　

一
名
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四
．	

幹
事　

若
干
名

	

五
．	

講
師　

若
干
名

第
十
一
條　

会
長
ハ
会
務
を
統
督
ス

　
　

主
幹
ハ
会
長
ノ
下
ニ
在
リ
テ
会
務
ヲ
処
理
ス

　
　

幹
事
ハ
主
幹
ヲ
補
ケ
テ
庶
務
会
計
其
他
ノ
事
務
ヲ
処
理
ス

　
　

講
師
ハ
会
員
ノ
教
養
ニ
従
事
ス

　
　

顧
問
ハ
重
要
ナ
ル
会
務
ノ
評
議
ニ
与
カ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
二
條　

本
会
ノ
ノ
経
費
ハ
寄
贈
金
其
他
ノ
雑
収
入
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ

　
　
　
　
　

但
シ
会
計
報
告
ハ
年
度
末
ニ
於
テ
之
レ
ヲ
会
員
ニ
報
告
ス

　
　

附
則

第
四
條
ニ
関
ス
ル
細
則
ハ
別
ニ
之
ヲ
規
定
ス

本
会
ノ
教
場
ハ
当
分
左
ノ
所
ニ
設
置
ス

　
　
　
　

東
京
市
外
渋
谷
町
常
磐
松
一

　
　
　
　

東
京
女
子
音
楽
学
校
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
社
音
楽
協
会
講
習
所

　
　
　
　

役
員
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顧
問

	

官
幣
大
社
日
枝
神
社
宮
司　
　
　

宮
西
惟
助

	
神
宮
奉
賛
会
々
長　
　
　
　
　
　

今
泉
定
助

	
別
格
官
幣
社
靖
国
神
社
宮
司　
　

賀
茂
百
樹

	

法
学
博
士　
　
　
　
　
　
　
　
　

筧　

克
彦

	

官
幣
大
社
明
治
神
宮
々
司　
　
　

有
馬
良
橘

	

内
務
省
考
証
官　
　
　
　
　
　
　

宮
地
直
一

	

官
幣
大
社
多
賀
神
社
宮
司　
　
　

長
谷
外
余
男

	

官
幣
大
社
石
清
水
八
幡
宮
々
司　

田
中
俊
清

	

伊
勢
神
宮
少
宮
司　
　
　
　
　
　

莵
田
茂
丸

	

国
幣
中
社
金
刀
比
羅
宮
々
司　
　

琴
陵
光
𤋮

	

官
幣
大
社
熱
田
神
宮
々
司　
　
　

桑
原
芳
樹

	

官
幣
大
社
稲
荷
神
社
宮
司　
　
　

高
山　

昇

	

官
幣
大
社
橿
原
神
宮
々
司　
　
　

高
松
四
郎

	

官
幣
大
社
春
日
神
社
宮
司　
　
　

江
見
清
風

	

官
幣
大
社
住
吉
神
社
宮
司　
　
　

副
島
知
一

	

官
幣
大
社
明
治
神
宮
権
宮
司　
　

秋
岡
保
治
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講
師

	

宮
内
省
楽
師　
　
　
　
　
　
　
　

多　

忠
行
（
お
お
の
た
だ
ゆ
き　

一
八
七
一
ー
一
九
三
五
）

	

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多　

久
毎
（
お
お
の
ひ
さ
つ
ね　

一
八
七
二
ー
一
九
三
五
）

	
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊　

時
義
（
ぶ
ん
の
と
き
よ
し　

一
八
七
三
ー
一
九
五
一
）

	
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
井
基
清
（
や
ま
の
い
も
と
き
よ　

一
八
八
五
ー
一
九
七
〇
）

	

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多　

忠
保
（
お
お
の
た
だ
よ
り　

一
八
七
三
ー
一
九
四
一
）

	

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多　

久
元
（
お
お
の
ひ
さ
も
と　

一
八
七
八
ー
一
九
五
五
）

	

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多　

忠
朝
（
お
お
の
た
だ
と
も　

一
八
八
三
ー
一
九
五
六
）

主
幹

	

宮
内
省
楽
師　
　
　
　
　
　
　
　

多　

忠
朝

幹
事

	

東
京
女
子
音
楽
学
校
長　
　
　
　

平
戸　

大
	

大
蔵
省
嘱
託　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
四
郎

	

県
社
多
神
社
々
司　
　
　
　
　
　

多　

栄
次

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
師
克

	

官
幣
大
社
宗
像
神
社
禰
宜　
　
　

入
江　

憭

庶
務

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村　

武
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東
京
市
外
渋
谷
町
常
磐
松
一
番
地

	
　
　
　
　

東
京
女
子
音
楽
学
校
内

	

　
　
　
　
　
　

神
社
音
楽
協
会

	

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話　

青
山
五
七
六
五
番

　

趣
意
書

　

神
武
天
皇
御
奠
都
以
来
茲
に
二
千
六
百
年
、
外
来
文
化
は
我
が
国
民
の
思
想
上
に
大
な
る
影
響
を
齎
し
て
し
て
幾
多
の
変
遷
を
重
ね
た
る

中
に
敬
神
崇
祖
の
精
神
は
弥
々
牢
乎
と
し
て
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
而
し
て
敬
神
崇
祖
の
実
行
の
表
現
は
祭
祀
で
あ
っ
て
、

神
社
祭
祀
は
即
ち
国
民
精
神
の
骨
髄
よ
り
発
露
せ
る
極
め
て
崇
高
な
る
意
義
深
き
行
事
で
あ
り
ま
す
。

　

崇
厳
な
る
意
義
深
き
祭
祀
を
行
は
ん
と
す
る
に
は
一
定
の
法
則
を
要
す
べ
く
、
明
治
維
新
以
来
の
複
雑
な
る
潮
流
中
に
あ
り
て
も
遺
憾
な

く
考
究
せ
ら
れ
て
今
日
の
神
社
祭
式
の
完
成
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
る
が
、
も
と
よ
り
当
然
の
帰
趣
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ

ま
す
。

　

然
る
に
こ
ゝ
に
今
日
も
尚
ほ
研
究
範
囲
外
の
も
の
ゝ
如
く
殆
ど
世
の
あ
ら
ゆ
る
階
級
と
没
交
渉
の
状
態
を
継
続
し
つ
ゝ
あ
る
は
神
社
祭
祀

に
欠
く
可
ら
ざ
る
音
楽
即
ち
神
社
音
楽
で
あ
り
ま
す
。

　

最
近
著
し
く
神
道
研
究
の
声
は
盛
ん
と
な
り
、
こ
れ
に
関
す
る
著
書
、
雑
誌
等
も
世
に
公
に
せ
ら
る
ゝ
も
の
数
多
く
、
又
音
楽
に
於
い
て

も
和
洋
何
れ
も
著
書
雑
誌
等
相
次
い
で
現
る
ゝ
に
拘
ら
ず
独
り
此
の
神
社
音
楽
に
関
し
て
の
み
何
等
研
究
の
及
ぼ
さ
れ
ざ
る
は
皇
国
の
為
神

社
の
為
に
誠
に
遺
憾
に
堪
へ
ざ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。



一
二

神戸大学 大学院国際文化学研究科『国際文化学研究』58号 (2022)

　

不
肖
神
社
音
楽
の
研
究
に
志
し
て
よ
り
十
有
余
年
不
斗
も
今
回
斯
界
諸
先
生
の
御
賛
同
を
辱
う
し
楽
友
先
輩
諸
氏
の
後
援
を
得
て
茲
に
神

社
音
楽
の
研
究
機
関
た
る
べ
く
而
し
て
改
善
発
達
の
指マ

マ

範
た
る
べ
く
当
協
会
を
創
立
い
た
し
ま
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

大
方
神
職
諸
先
生
並
に
敬
神
家
諸
彦
に
は
何
卒
当
協
会
の
趣
旨
を
賛
同
せ
ら
れ
格
別
の
御
援
助
と
併
而
御
指
導
あ
ら
む
こ
と
を
希
ふ
。

　

昭
和
七
年
五
月

　
　
　
　
　
　

神
社
音
楽
協
会
主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
省
楽
師　
　
　

多　

忠
朝

（
傍
線
、
寺
内
補
）

　

ま
ず
、
末
尾
の
「
趣
意
書
」
の
内
容
か
ら
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
「
敬
神
崇
祖
の
実
行
の
表
現
は
祭
祀
」
で
あ
り
、「
祭
祀
を
行
は
ん

と
す
る
に
は
一
定
の
法
則
を
要
す
」と
説
く
。
と
こ
ろ
が
、そ
の
祭
祀
に
必
要
な
神
社
音
楽
が「
殆
ど
世
の
あ
ら
ゆ
る
階
級
と
没
交
渉
の
状
態
」

で
あ
り
、
神
道
の
研
究
、
音
楽
一
般
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
の
に
比
べ
、「
神
社
音
楽
に
関
し
て
の
み
何
等
研
究
の
及
ぼ
さ
れ
ざ
る
」
状
況

で
あ
る
と
憂
慮
し
て
い
る
。
既
に
拙
稿
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
寺
内　

二
〇
一
〇
：
一
◯
四
〜
一
〇
六
）、
忠
朝
は
こ
の
認
識
を
、
後

に
〈
浦
安
の
舞
〉
の
制
定
に
関
連
し
て
、
雑
誌
『
紀
元
二
千
六
百
年
』（
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
発
行
）
で
も
繰
り
返
し
語
っ
て
い
る
（
多　

一
九
三
九
ａ
、
ｂ
）。
神
社
音
楽
協
会
は
、
ま
さ
に
遅
れ
て
い
る
神
社
音
楽
の
研
究
と
普
及
、
発
展
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
興
味
深
い
の
は
、
次
の
段
落
に
あ
る
「
不
肖
神
社
音
楽
の
研
究
に
志
し
て
よ
り
十
有
余
年
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
神
社

音
楽
協
会
を
設
立
し
た
一
九
三
二
年
の
十
年
以
上
前
、
す
な
わ
ち
一
九
二
〇
年
頃
か
ら
忠
朝
は
神
社
音
楽
の
研
究
ま
た
は
創
作
に
従
事
し
て

き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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次
に
、「
神
社
音
楽
協
会
々
則
」
第
三
章
「
事
業
」
を
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
に
は
大
き
く
分
け
て
、
神
社
音
楽
や
神
楽
舞
の
研
究
と
創
作
、

楽
人
や
舞
姫
の
人
材
育
成
、
神
社
祭
祀
へ
の
出
張
演
奏
や
定
期
公
演
な
ど
の
事
業
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
の
実
技
指
導
を
行
う

と
思
わ
れ
る
講
師
に
は
、
宮
内
省
の
楽
師
七
名
が
挙
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
忠
朝
よ
り
年
下
は
山
井
基
清
の
み
で
、
あ
と
は
一
八
七
〇
年

代
生
ま
れ
で
、
一
九
三
二
年
当
時
六
〇
歳
前
後
の
ベ
テ
ラ
ン
の
楽
師
を
揃
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
顧
問
の
欄
に
は
、
名
だ
た
る

大
社
の
宮
司
の
名
が
連
な
っ
て
い
る
。

　

発
足
当
時
、
神
社
音
楽
協
会
の
練
習
所
は
「
東
京
女
子
音
楽
学
校
内
」
に
置
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
渋
谷
区
東
の
常

盤
松
公
園
付
近
に
あ
っ
た
私
立
の
音
楽
学
校
で
、松
山
鎰
子
が
創
設
、発
足
時
の
名
称
は
「
女
子
音
楽
園
」
で
あ
っ
た

一
八

。「
神
社
音
楽
協
会
々

則
」
の
幹
事
の
筆
頭
に
、
東
京
女
子
音
楽
学
校
の
校
長
・
平
戸
大
の
名
が
見
え
る
。

　

忠
朝
は
具
体
的
に「
神
社
音
楽
」と
し
て
次
の
よ
う
な
音
楽
／
舞
を
想
定
し
て
い
た
。
忠
朝
は「
神
社
音
楽
の
話
」と
い
う
論
考
の
中
で（
多　

一
九
三
九
ａ
、
二
〇
〜
二
一
頁
）、
自
ら
が
考
え
る
神
社
音
楽
を
ま
ず
、

「
祭
祀
楽
」

「
奉
納
歌
舞
音
楽
（
一
名
神
楽
）」

の
二
つ
に
分
類
し
、「
祭
祀
楽
」
と
は
、
開
閉
扉
、
献
饌
・
撤
饌
、
降
神
・
昇
神
、
遷
座
・
渡
御
な
ど
の
伴
奏
音
楽
の
こ
と
と
す
る
。
こ
れ

ら
の
儀
式
行
程
で
は
、
現
在
の
慣
習
で
は
ほ
と
ん
ど
唐
楽
が
用
い
ら
れ
る
が
、
後
述
す
る
『
祭
祀
楽
神
楽
歌
曲
集
』（
一
九
三
七
）
に
は
、

献
饌
神
楽
歌
二
種
、
撤
饌
神
楽
歌
二
種
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
忠
朝
は
「
神
楽
歌
」（
楽
器
伴
奏
付
）
に
よ
っ
て
伴
奏
さ
れ
る
の
が
適
当
だ

と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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一
方
、「
奉
納
歌
舞
音
楽
（
一
名
神
楽
）」
に
は
、

「
祭
祀
中
に
加
へ
て
奉
納
す
る
も
の
」
①

　
　

神
饌
を
供
え
祭
典
の
要
旨
を
神
前
に
報
告
し
た
の
ち
に
奉
納
し
て
神
慮
を
慰
め
る
も
の

「
敬
神
家
己
人
の
祈
願
に
依
り
臨
時
随
時
に
奉
納
せ
ら
る
ゝ
も
の
」
②

　
　

信
者
の
個
人
の
祈
願
に
よ
り
（
巫
女
や
神
官
が
）
奉
奏
す
る
も
の

「
祭
典
期
間
中
慣
例
と
し
て
神
社
境
内
で
奉
納
せ
ら
る
ゝ
も
の
」
③

　
　

本
殿
、
拝
殿
で
は
な
く
神
楽
殿
な
ど
境
内
の
他
の
建
物
で
演
じ
ら
れ
る
も
の

の
三
種
類
が
あ
っ
た
。
①
は
神
社
の
主
要
な
年
中
行
事
の
儀
礼
の
中
核
の
部
分
で
、
巫
女
や
神
官
が
演
じ
る
も
の
、
②
は
信
者
が
訪
れ
て
臨

時
の
御
祈
祷
な
ど
を
す
る
時
に
巫
女
や
神
官
が
演
じ
る
も
の
、
③
は
民
間
芸
能
者
が
演
じ
る
里
神
楽
や
各
種
の
余
興
的
芸
能
を
想
定
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
①
に
つ
い
て
忠
朝
は
「
神
社
音
楽
の
話
（
二
）」
で
「
神
前
神
楽
舞
と
は
神
社
の
祭
典
に
当
り
祭
式
の
式
次
第
中

に
含
ま
れ
た
る
行
事
と
し
て
行
は
る
ゝ
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
即
ち
供
饌
に
続
い
で
祝
詞
奏
上
の
直
後
御
神
前
に
於
い
て
奉
納
す
る
神
楽
舞

を
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
」（
多　

一
九
三
九
ｂ
、一
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、忠
朝
は
『
祭
祀
楽
神
楽
歌
曲
集
』
に
〈
榊
舞
〉

〈
鈴
舞
〉〈
扇
舞
〉
の
三
曲
を
掲
載
し
た
。

　

儀
式
の
中
核
の
奉
納
歌
舞
音
楽
は
、
な
ぜ
御
神
楽
人
長
舞
の
よ
う
に
男
性
の
舞
で
な
く
、
女
性
に
よ
る
巫
女
神
楽
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
忠
朝
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
記
紀
神
話
の
天
宇
受
賣
命
の
伝
説
や
、
古
代
に
宮
中
祭
祀
に
関
わ
っ
た

と
さ
れ
る
猿
女
君
、
諸
神
社
の
巫
女
の
存
在
な
ど
、
神
事
に
女
性
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
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神
事
で
は
な
い
も
の
の
、
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
に
は
芸
能
に
関
わ
る
官
署
と
し
て
女
性
の
演
奏
者
・
舞
人
を
擁
し
た
内
教
坊
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、「
神
慮
を
慰
め
る
」
に
は
女
性
の
歌
舞
が
相
応
し
い
、
と
忠
朝
が
考
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
次
に
忠
朝
の
神
社
音
楽
研
究
・
創
作
の
成
果
で
あ
る
巫
女
神
楽
の
い
く
つ
か
を
分
析
し
て
み
よ
う
。
本
稿
で
分
析
す
る
の
は
、

〈
八
雲
舞
〉（
一
九
二
七
）、
朝
鮮
神
宮
鎮
座
十
周
年
で
奉
奏
さ
れ
た
〈
榊
舞
〉〈
扇
舞
〉〈
鈴
舞
〉
の
中
の
〈
鈴
舞
〉（
一
九
三
一
）、
そ
し
て
、

紀
元
二
千
六
百
年
で
日
本
国
内
お
よ
び
「
外
地
」
で
広
く
奉
奏
さ
れ
た
〈
浦
安
の
舞
〉（
一
九
四
〇
）
で
あ
る
。
理
想
的
に
は
、
す
べ
て
の

楽
曲
に
楽
譜
（
伝
統
的
な
墨は

か
せ譜

と
伴
奏
譜
）、CD

録
音
、
動
画
が
揃
っ
て
い
る
と
音
楽
、
舞
踊
と
も
に
分
析
が
可
能
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、

入
手
可
能
な
資
料
の
種
類
は
次
の
よ
う
に
異
な
る
。

　
〈
八
雲
舞
〉　

録
音
（
筆
者
の
実
地
調
査
に
よ
る
）

　
〈
鈴
舞
〉　　

楽
譜
（
墨
譜
）
とCD
録
音
（〈
榊
舞
〉〈
扇
舞
〉
は
楽
譜
の
み
）

　
〈
浦
安
の
舞
〉
楽
譜
（
墨
譜
と
五
線
譜
）
とCD
録
音

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
同
じ
条
件
で
す
べ
て
の
楽
曲
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
限
ら
れ
た
条
件
の
も
と
に
分
析
を
行
う
こ

と
を
最
初
に
断
っ
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、音
楽
に
つ
い
て
は
、〈
八
雲
舞
〉〈
鈴
舞
〉〈
浦
安
の
舞
〉
と
も
実
際
の
音
を
踏
ま
え
て
分
析
が
可
能
、

〈
榊
舞
〉〈
扇
舞
〉
に
つ
い
て
は
楽
譜
（
墨
譜
）
し
か
入
手
で
き
な
い
が
、〈
鈴
舞
〉
の
墨
譜
と
実
際
の
音
と
の
対
応
関
係
か
ら
〈
榊
舞
〉〈
扇
舞
〉

の
実
際
の
音
楽
様
式
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。〈
浦
安
の
舞
〉
は
墨
譜
、
五
線
譜
お
よ
び
実
際
の
音
が
入
手
可
能
で
あ
る
。

　

舞
踊
に
つ
い
て
は
、〈
八
雲
舞
〉
は
筆
者
が
個
人
的
に
撮
影
し
た
実
演
動
画
、〈
浦
安
の
舞
〉
に
つ
い
て
は
、
紀
元
二
千
年
六
百
年
の
公
式

記
録
中
に
あ
る
舞
譜
と
ネ
ッ
ト
上
に
多
数
あ
が
っ
て
い
る
実
演
動
画

一
九

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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二
、
津
島
神
社
〈
八
雲
舞
〉（
一
九
二
七
）

　

愛
知
県
津
島
市
に
あ
る
津
島
神
社
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
津
島
牛
頭
天
王
社
と
呼
ば
れ
、
祭
神
は
祇
園
社
（
八
坂
神
社
）
と
同
じ
く
牛
頭

天
王
で
あ
る
。
明
治
以
降
は
「
津
島
神
社
」
と
改
称
し
、本
殿
に
お
祀
り
す
る
主
神
も
「
建
速
須
佐
之
男
命
」
と
な
っ
た

二
〇

が
、「
疫
病
よ
け
」

の
天
王
信
仰
の
性
質
は
現
在
も
維
持
し
て
い
る
。

　

津
島
神
社
で
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
太
々
神
楽
を
盛
ん
に
行
っ
て
来
た
。
太
々
神
楽
は
、
社
家
に
属
す
る
巫
女
や
小
童
が
い
く
つ
も
の
舞

や
所
作
を
行
う
歌
舞
芸
能
で
あ
る
。
伴
奏
は
神
官
た
ち
が
行
い
、
小
鼓
や
笛
、
太
鼓
が
用
い
ら
れ
た

二
一

。
明
治
維
新
後
も
巫
女
に
よ
る
太
々

神
楽
が
修
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
新
し
く
創
作
さ
れ
た
巫
女
神
楽
〈
八
雲
舞
〉
に
取
っ
て
替
わ

ら
れ
た
。

　
〈
八
雲
舞
〉
は
、大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
一
一
月
一
日
、津
島
神
社
が
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
た

二
二

の
を
記
念
し
て
、昭
和
二
（
一
九
二
七
）

に
宮
内
省
楽
部
の
多
忠
朝
に
よ
っ
て
新
た
に
創
作
さ
れ
た
巫
女
神
楽
で
あ
る

二
三

。
す
で
に
拙
稿
で
、
旧
来
の
太
々
神
楽
で
歌
わ
れ
て
い
た
、

恵
を
も
た
ら
す
漠
然
と
し
た
「
神
」
が
、
新
し
い
〈
八
雲
舞
〉
で
は
須
佐
之
男
命
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、〈
八
雲
舞
〉
の
音

楽
と
舞
の
概
要
も
記
し
た
が
（
寺
内　

二
〇
一
六
）、
本
稿
で
は
さ
ら
に
詳
し
い
音
楽
分
析
を
行
う
。

　
〈
八
雲
舞
〉
は
現
在
、
四
月
一
日
か
ら
一
三
日
に
か
け
て
行
わ
れ
る
「
大
々
講
神
楽
」
と
い
う
行
事
で
演
じ
ら
れ
る
。
音
楽
は
、
筆
者
が

実
際
に
見
学
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
歌
、
笛
（
神
楽
笛
）、
篳
篥
の
伴
奏
で
、
巫
女
四
人
が
舞
う

二
四

。
雅
楽
の
他
の
歌
も
の
と
同
様
、
歌

唱
者
は
笏
拍
子
を
打
ち
な
が
ら
歌
う
。
歌
詞
は
、
津
島
神
社
の
主
神
が
須
佐
之
男
命
で
あ
る
こ
と
に
因
み
、『
古
事
記
』
に
見
え
る
、
須
佐

之
男
命
が
櫛
名
田
比
売
を
妻
と
す
る
時
に
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
「
八
雲
立
つ　

出
雲
八
重
垣　

妻
篭
め
に　

八
重
垣
つ
く
る　

そ
の
八
重
垣
を
」

が
採
ら
れ
て
い
る
。
五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
短
歌
の
形
式
に
な
っ
て
い
る
。「
八
雲
舞
」
と
い
う
名
称
は
こ
の
「
八
雲
立
つ
」
と
い
う
歌
詞
に

由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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舞
と
音
楽
の
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
音
楽
は
笛
の
独
奏
に
よ
る
「
参
入
音
声
」、歌
の
部
分
（
当
曲
）、「
退
出
音
声
」（
音
楽
は
「
参

入
音
声
」
と
同
じ
）
か
ら
成
る
。「
参
入
音
声
」
で
緋
の
袴
の
巫
女
が
左
右
の
控
え
所
か
ら
二
人
ず
つ
登
場
し
、
本
殿
と
拝
殿
の
間
の
広
間

で
合
流
し
着
座
す
る
。
手
に
は
榊
の
枝
を
捧
げ
持
っ
て
い
る
。〈
八
雲
舞
〉
当
曲
の
部
分
で
、
座
っ
た
ま
ま
深
々
と
拝
礼
し
た
後
、
手
を
動

か
し
て
舞
い
始
め
る
。
や
が
て
立
ち
上
が
り
、
四
人
で
輪
を
作
り
、
輪
の
内
側
を
向
い
た
り
、
外
側
を
向
い
た
り
し
な
が
ら
、
反
時
計
ま
わ

り
に
位
置
を
変
え
て
行
く
。
舞
の
終
結
部
で
は
神
前
に
一
列
に
着
座
し
て
舞
い
、
拝
礼
し
て
終
る
。
舞
が
終
る
と
、「
退
出
音
声
」
で
舞
人

が
二
人
ず
つ
左
右
に
分
か
れ
て
退
場
す
る
。
こ
こ
で
は
当
曲
の
部
分
を
さ
ら
に
見
て
み
よ
う
。

　

譜
一
は
、〈
八
雲
舞
〉
当
曲
部
分
の
採
譜
で
あ
る
。
全
体
は
非
拍
節
的
リ
ズ
ム
の
旋
律
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
テ
ン
ポ
は
だ
い
た
い
♩
＝

40
と
ゆ
っ
く
り
で
あ
る
。
お
お
よ
そ
短
歌
形
式
の
そ
れ
ぞ
れ
の
句
ご
と
に
一
ま
と
ま
り
と
な
る
よ
う
な
作
曲
が
行
わ
れ
て
い
る
。
各
句
の
最

後
に
は
、
句
の
終
り
を
明
示
す
る
か
の
よ
う
に
必
ず
笏
拍
子
が
打
た
れ
（
譜
一
で
は
▼
で
表
示
）、
舞
人
の
動
作
も
足
を
「
突
く
」
と
い
う
、

舞
楽
で
も
フ
レ
ー
ズ
の
最
後
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
型
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
譜
一
で
は
【
突
】
で
表
示
）。
採
譜
で
は
一
句
ご
と
に
一
行
に

な
る
よ
う
に
配
置
し
た
。
一
句
目
「
や
く
も
た
つ
」
は
句
頭
（
歌
の
主
唱
者
）
に
よ
る
独
唱
、
二
句
目
以
下
管
楽
器
の
伴
奏
が
加
わ
る

二
五

。

　

音
階
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
と
、
一
句
目
と
二
句
目
（
や
く
も
た
つ　

い
づ
も
や
え
が
き
）
の
部
分
は
「D

-♭
E-G

-

（A

）」
と
「D

-	

♭
B-A

」（
下
行
型
）
と
い
う
半
音
を
含
む
都
節
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド

二
六

（
譜
一
で
両
閉
じ
カ
ッ
コ
で
く
く
り
「
都
」
と
表
記
し
た
部
分
）
が

強
く
聞
こ
え
る
旋
律
で
、
三
句
目
の
「
つ
ま
ご
め
に
」
の
「
ご
」
に
当
て
ら
れ
た
Ｅ
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
）
の
音
で
、
律
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
（
譜

一
で
両
閉
じ
カ
ッ
コ
で
く
く
り
「
律
」
と
表
記
し
た
部
分
）
に
変
化
し
、
音
階
が
変
わ
っ
た
印
象
を
与
え
る
。
ち
な
み
に
、
Ｅ
ナ
チ
ュ
ラ
ル

はD
-E-G

-A

と
旋
律
が
上
行
す
る
時
に
現
れ
る
。
Ｅ
と
♭E
に
よ
っ
て
転
調
的
な
効
果
が
表
れ
る
現
象
は
伝
統
的
な
朗
詠
な
ど
に
も
見
ら
れ	

る
二
七

。
リ
ズ
ム
が
非
拍
節
的
で
あ
る
こ
と
、
音
を
伸
ば
し
て
揺
ら
す
「
ユ
リ
」
の
技
法
が
あ
る
こ
と
（
譜
一　

第
一
、二
、四
、五
行
目
の
付

点
八
分
音
符
と
十
六
分
音
符
で
表
記
し
た
音
型
）、
都
節
を
基
本
と
し
て
、
時
々
転
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
す
る
な
ど
の
特
徴
は
、
朗
詠
に
近
い
。
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さ
て
、
筆
者
は
、
は
じ
め
、
こ
の
よ
う
な
非
拍
節
的
な
音
楽
を
四
人
で
舞
う
場
合
、
動
作
を
合
わ
せ
る
の
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
想

像
し
た
。
し
か
し
、
実
際
の
演
舞
を
見
る
限
り
、
津
島
神
社
の
巫
女
さ
ん
た
ち
が
よ
く
練
習
し
て
舞
に
習
熟
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ

う
が
、非
拍
節
的
な
音
楽
で
も
舞
い
や
す
い
よ
う
に
、振
付
け
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
以
下
に
、〈
八
雲
舞
〉

の
舞
振
り
の
特
徴
を
述
べ
る
。

　

表
一
は
、〈
八
雲
舞
〉
の
動
作
と
隊

列
を
簡
単
に
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
句
目
「
や
く
も
た
つ
」
で
は
、
舞
人

は
神
前
に
正
座
し
、
手
だ
け
を
動
か
し

て
舞
い
始
め
、
拝
礼
し
た
後
、
立
ち
上

が
る
。も
う
少
し
細
か
く
見
る
と
、「
や
」

で
手
を
披
き
廻
す
、「
く
」で
拝
礼
す
る
、

「
も
」
で
起
き
あ
が
り
、「
つ
」
で
立
ち

上
が
る
、
と
い
う
ふ
う
に
、
文
字
ご
と

に
大
体
の
動
作
が
当
て
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
二
句
目
「
い
づ
も
や
え

が
き
」
も
同
様
で
、「
い
」
で
両
手
を

大
き
く
披
き
廻
し
、「
も
」で
拝
礼
、「
や
」

譜一　〈八雲舞〉五線譜採譜 二八
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で
再
び
両
手
を
大
き
く
廻
し
て
か
ら
、
面
前
で
合
わ
せ
る
。
句
の
末
尾
「
き
」
で
、
膝
を
曲
げ
て
上
体
を
沈
ま
せ
て
か
ら
、
伸
び
た
ち
、
右

足
を
突
く

二
九

、と
い
う
動
作
を
行
う
。「
突
く
」
の
動
作
は
、座
位
の
部
分
を
除
き
、各
句
の
末
尾
と
、下
の
句
で
は
句
の
途
中
で
も
行
わ
れ
る
。

　

下
の
句
（
四
句
目
、
五
句
目
）
も
同
様
に
、
文
字
と
動
作
を
対
応
さ
せ
て
振
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
下
の
句
「
や
え
が
き
つ
く
る　

そ
の

や
え
が
き
を
」
は
三
回
繰
り
返
し
て
歌
わ
れ
る
。
一
回
の
演
唱
の
前
半
「
や
え
が
」
の
部
分
で
四
五
度
反
時
計
回
り
の
方
向
に
位
置
を
変
え
、

外
向
き
に
な
り
、「
き
」
で
足
を
突
く
。

後
半
の
「
つ
く
」
の
部
分
で
再
び
四
五

度
、
反
時
計
回
り
の
方
向
に
位
置
を
変

え
、
内
側
に
向
か
い
合
わ
せ
に
な
り
、

「
る
」
で
足
を
突
く
。
一
回
の
移
動
で

四
五
度
ず
つ
位
置
を
変
え
る
の
で
、
舞

人
が
元
の
位
置
に
戻
る
の
に
は
、
内
向

き
／
外
向
き
の
動
作
を
そ
れ
ぞ
れ
四
回

ず
つ
、
計
八
回
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
が
、
下
の
句
を
二
回
繰
り
返
す
中
で

行
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
位
置
を
移

動
し
、
外
向
き
、
内
向
き
を
交
互
に
行

う
振
付
け
は
、舞
楽
〈
春
庭
花
〉〈
白
濱
〉

な
ど
か
ら
想
を
得
た
も
の
と
推
察
さ
れ

表一　〈八雲舞〉の構造



二
〇

神戸大学 大学院国際文化学研究科『国際文化学研究』58号 (2022)

る
。
下
の
句
の
三
回
目
で
、
隊
列
を
横
一
列
に
並
び
に
変
え
、
座
る
。
手
・
腕
だ
け
を
動
か
し
て
舞
っ
た
後
、
拝
礼
し
て
終
わ
る
。

　
〈
八
雲
舞
〉
の
舞
の
動
作
は
、
基
本
的
に
先
行
す
る
舞
楽
や
御
神
楽
の
人
長
舞
に
共
通
す
る
、
手
を
披
く
、
廻
す
、
足
を
披
く
、
寄
せ
る
、

突
く
な
ど
の
動
作
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
舞
楽
や
人
長
舞
に
は
無
い
手
の
角
度
、
体
の
構
え
方

三
〇

、
舞
の
動
き
の
組
み
合
わ
せ

も
見
ら
れ
、
座
っ
た
ま
ま
手
・
腕
だ
け
で
舞
う
、
榊
を
捧
げ
持
ち
深
々
と
拝
礼
す
る
な
ど
の
動
き
も
旧
来
の
舞
楽
、
人
長
舞
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

以
上
が
、
多
忠
朝
が
創
作
し
た
も
っ
と
も
初
期
の
作
品
〈
八
雲
舞
〉
の
音
楽
と
舞
踊
の
概
要
で
あ
る
。

三
、〈
榊
舞
〉〈
扇
舞
〉〈
鈴
舞
〉（
一
九
三
一
）

三
ー
一
、
朝
鮮
神
宮
の
創
建
と
鎮
座
十
周
年
祭

　

次
に
考
察
す
る
の
は
、一
九
三
一
年
に
創
作
さ
れ

三
一

、一
九
三
五
年
、京
城
に
あ
っ
た
朝
鮮
神
宮
の
鎮
座
十
周
年
記
念
祭
で
奉
奏
さ
れ
た〈
榊

舞
〉〈
扇
舞
〉〈
鈴
舞
〉
で
あ
る
。

　

朝
鮮
神
宮
と
は
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
年
、
京
城
の
南
山
の
中
腹
に
創
建
さ
れ
た
官
幣
大
社
で
あ
る

三
二

。
天
照
大
神
と
明
治
天
皇

を
祭
神
と
し
た
。
近
年
、南
山
麓
の
旧
日
本
人
街
の
形
成
や
、朝
鮮
神
宮
創
建
、祭
祀
に
関
す
る
研
究
が
日
本
、韓
国
で
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
数
は
膨
大
な
の
で
い
ち
い
ち
の
言
及
は
控
え
る
が
、本
稿
に
関
連
す
る
儀
礼
、祭
祀
音
楽
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、イ
・
チ
ソ
ン
（
이
지
선
、

二
〇
一
九
、二
〇
二
一
）、
山
本
華
子
（
二
〇
二
〇
）、
武
藤
優
（
二
〇
一
九
）、
イ
・
ス
ジ
ョ
ン
（
이
수
정
、
二
〇
一
九
）
ら
の
研
究
が
あ
る
。

イ
・
チ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
五
年
の
鎮
座
祭
の
時
は
、
勅
使
先
進
、
霊
代
安
置
な
ど
の
部
分
で
軍
隊
の
儀
仗
隊
に
よ
る
軍
歌
〈
国
の
鎮
め
〉

が
演
奏
さ
れ
、
神
饌
の
献
饌
・
撤
饌
の
時
に
は
、
雅
楽
の
奏
楽
が
行
わ
れ
た
と
い
う
（
イ
・
チ
ソ
ン　

二
〇
一
九
：
三
四
三
〜
三
四
七
）。
ま
た
、

イ
・
チ
ソ
ン
は
、
献
饌
・
撤
饌
時
の
雅
楽
奏
楽
は
、
当
時
朝
鮮
神
宮
に
先
ん
じ
て
創
建
さ
れ
て
い
た
京
城
神
社

三
三

に
在
籍
し
て
い
た
楽
人
が

担
当
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
朝
鮮
神
宮
鎮
座
後
は
、
神
宮
に
も
常
駐
楽
人
が
置
か
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
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る
（
同
前
、
三
四
七
〜
三
四
九
）

三
四

。

　

一
〇
年
後
、一
九
三
五
年
に
催
さ
れ
た
朝
鮮
神
宮
鎮
座
十
周
年
祭
で
は
、楽
舞
の
点
で
、鎮
座
祭
の
時
よ
り
も
多
様
な
種
類
が
演
じ
ら
れ
た
。

本
殿
の
開
扉
・
閉
扉
、
献
饌
・
撤
饌
の
時
に
唐
楽
の
奏
楽
が
あ
り
、
朝
鮮
神
宮
奉
賛
会
の
会
長
が
祭
文
を
奉
読
し
た
後
に
は
御
神
楽
の
人
長

舞
が
演
じ
ら
れ
た
。
イ
・
チ
ソ
ン
は
開
扉
・
閉
扉
、
献
饌
・
撤
饌
時
の
奏
楽
は
、
神
宮
在
籍
の
楽
人
が
行
っ
た
が
、
人
長
舞
の
奏
楽
と
舞
は
、

こ
の
時
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宮
内
省
楽
部
の
楽
師
二
〇
名
が
担
当
し
た
と
推
測
し
て
い
る
（
同
前
、
三
五
四
〜
三
五
五
）。
そ
の
中
に
は

も
ち
ろ
ん
、
多
忠
朝
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
イ
・
チ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
神
宮
鎮
座
十
周
年
で
は
、
本
殿
、
拝
殿
で
の
祭
祀
の
あ
と
、
奉
賛
殿
で
巫
女
神
楽
の
「
御
榊
舞
」

「
真
澄
鏡
」「
御
国
舞
」「
五
十
鈴
舞
」

三
五

と
、
多
忠
朝
の
指
揮
、
宮
内
省
楽
部
の
伴
奏
、
京
城
第
一
高
女
学
生
た
ち
三
〇
名
の
合
唱
に
よ
っ

て
〈
朝
鮮
神
宮
奉
讃
唱
歌
〉

三
六

が
奉
奏
さ
れ
た
。
右
の
曲
の
す
べ
て
は
、
多
忠
朝
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
た
。
奉
賛
殿
と
は
朝
鮮
神
宮
奉
賛
会

と
朝
鮮
総
督
府
が
関
与
し
て
、
朝
鮮
神
宮
の
敷
地
内
に
建
設
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
に
完
成
し
た
。
こ
の
奉
賛
殿
で
の
巫
女
神

楽
と
〈
朝
鮮
神
宮
奉
讃
唱
歌
〉
は
ラ
ジ
オ
で
も
中
継
さ
れ
た

三
七

。
な
お
、
こ
れ
ら
の
巫
女
神
楽
は
、
鎮
座
十
周
年
祭
の
一
年
前
の
一
九
三
四

年
八
月
三
一
日
か
ら
九
月
十
二
日
ま
で
約
二
週
間
に
わ
た
り
、
多
忠
朝
が
京
城
を
訪
問
し
て
現
地
で
教
習
し
た
と
い
う
（
同
前
、
三
五
五
〜

三
六
〇
）。

　

右
の
巫
女
神
楽
「
御
榊
舞
」「
真
澄
鏡
」「
御
国
舞
」「
五
十
鈴
舞
」
は
何
れ
も
楽
器
伴
奏
つ
き
の
歌
曲
で
舞
を
伴
う
。
吉
田
貞
治
「
朝
鮮

神
宮
の
年
中
祭
祀
」
で
は
、「
御
榊
舞
」
は
「
榊
舞
」、「
真
澄
鏡
」
は
「
鈴
舞
」、「
御
国
舞
」
は
「
扇
舞
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
次
の
通
り
、

歌
詞
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
吉
田　

一
九
三
七
、四
三
頁
）。
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榊
舞
（
御
榊
舞
）（
明
治
天
皇
御
製
）

　

ち
は
や
ふ
る　

か
み
の
こ
ゝ
ろ
に　

か
な
ふ
ら
む　

わ
が
く
に
た
み
の　

つ
く
す
ま
こ
と
は

鈴
舞
（
真
澄
鏡
）（
明
治
天
皇
御
製
）

　

う
ち
む
か
ふ　

た
ひ
に
こ
ゝ
ろ
を　

み
か
け
と
や　

か
ゝ
み
は
か
み
の　

つ
く
り
そ
め
け
む

扇
舞
（
御
国
舞
）（
明
治
天
皇
御
製
）

　

わ
か
く
に
は　

か
み
の
す
ゑ
な
り　

か
み
ま
つ
る　

む
か
し
の
て
ふ
り　

わ
す
る
な
よ
ゆ
め

五
十
鈴
舞
（
竹
田
宮
昌
子
内
親
王
御
歌
）

　

こ
く
う
す
く　

そ
め
し
も
み
ち
も　

み
つ
か
き
の　

う
ち
と
へ
た
て
す　

か
み
は
み
る
ら
む

　

な
お
、「
扇
舞
」「
鈴
舞
」
な
ど
は
舞
人
の
持
ち
物
か
ら
来
る
名
称
、「
御
国
舞
」
や
「
真
澄
鏡
」
は
歌
詞
の
内
容
か
ら
の
名
称
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、「
榊
舞
（
御
榊
舞
）」「
鈴
舞
（
真
澄
鏡
）」「
御
国
舞
（
扇
舞
）」
の
楽
譜
が
、
こ
の
十
周
年
記
念
祭
の
二
年
後
、
一
九
三
七
年
に
神

社
音
楽
協
会
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
『
祭
祀
楽
神
楽
歌
曲
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
、
音
楽
分
析
を
し
て
み
よ
う
。

三
ー
二
、『
祭
祀
楽
神
楽
歌
曲
集
』（
一
九
三
七
）

　
『
祭
祀
楽
神
楽
歌
曲
集
』
は
神
社
音
楽
協
会
が
発
足
し
た
五
年
後
、
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
八
月
に
同
会
が
発
行
し
た
祭
祀
用
の
楽

曲
集
で
あ
る
。
冒
頭
に
、
吉
田
茂
、
賀
茂
百
樹
、
宮
地
直
一
の
三
名
に
よ
る
い
ず
れ
も
「「
雅
楽
入
門
」「
神
楽
歌
曲
集
」
を
推
奨
す
」
と
題

し
た
推
薦
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

三
八

。
続
い
て
目
次
が
あ
り
、
楽
譜
本
体
と
な
る
。
楽
譜
は
伝
統
的
な
歌
の
墨は

か
せ譜

に
神
楽
笛
、
篳
篥
、
和
琴

（
献
饌
・
撤
饌
神
楽
歌
の
場
合
）
も
し
く
は
楽
箏
（
俗
箏
）（
榊
舞
、
鈴
舞
、
扇
舞
の
場
合
）
の
楽
器
の
譜
字
を
添
え
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
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収
録
曲
一
覧
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
笛
音
取　

五
オ

・
和
琴
菅
掻　

五
オ

・
献
饌
神
楽
歌
［
神
寳
歌　

御
鏡
］
五
オ
〜
五
ウ

　

ま
い
ひ
と
の　

な
ら
す
こ
す
ゝ
の　

か
ゝ
み
に
そ　

う
つ
る
は
み
よ
の　

ひ
か
り
な
り
け
り

●
榊
舞
歌　

五
ウ
〜
六
オ

　

ち
は
や
ふ
る　

か
み
の
こ
ゝ
ろ
に　

か
な
ふ
ら
む　

わ
が
く
に
た
み
の　

つ
く
す
ま
こ
と
は

●
鈴
舞
歌　

六
オ
〜
六
ウ　

　

う
ち
む
か
ふ　

た
ひ
に
こ
ゝ
ろ
を　

み
か
け
と
や　

か
ゝ
み
は
か
み
の　

つ
く
り
そ
め
け
む　

●
扇
舞
歌　

七
オ
〜
七
ウ

　

わ
か
く
に
は　

か
み
の
す
ゑ
な
り　

か
み
ま
つ
る　

む
か
し
の
て
ふ
り　

わ
す
る
な
よ
ゆ
め

・
撤
饌
神
楽
歌
［
神
歌
］　

七
ウ
〜
八
オ

　

み
か
ま
き
を　

い
は
ひ
と
り
き
て　

か
し
き
や
に　

と
よ
み
け
か
し
く　

お
と
は
と
ゝ
ろ
に

・
献
饌
神
楽
歌
［
新
嘗
祭
用
］
八
オ
〜
八
ウ

　

と
よ
と
せ
の　

に
い
な
め
ま
つ
り　

こ
と
な
く
て　

つ
か
ふ
る
け
ふ
そ　

う
れ
し
か
り
け
る

・
撤
饌
神
楽
歌
［
古
歌
］
八
ウ
〜
九
オ

　

ひ
と
ふ
た　

み
よ
い
つ　

む
ゆ
な
ゝ
や　

こ
ゝ
の
た
り　

も
ゝ
ち
よ
ろ
つ
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・
神
楽
舞
笛
音
取　

九
オ

・
献
饌
神
楽
歌
［
和
琴　

篳
篥
］
九
ウ　
　
「
ま
い
ひ
と
の
」

・
撤
饌
神
楽
歌
［
和
琴　

篳
篥
］
九
ウ
〜
十
オ
「
み
か
ま
き
を
」

・
献
饌
神
楽
歌
［
和
琴　

篳
篥
］
十
オ
〜
十
ウ
「
と
よ
と
せ
の
」

・
撤
饌
神
楽
歌
［
和
琴　

篳
篥
］
十
ウ
「
ひ
と
ふ
た　

み
よ
」

●
榊
舞
歌
［
琴　

篳
篥
］
十
ウ
〜
十
一
オ
「
ち
は
や
ふ
る
」

●
鈴
舞
歌
［
琴　

篳
篥
］
十
一
オ
〜
十
一
ウ
「
う
ち
む
か
ふ
」

●
扇
舞
歌
［
琴　

篳
篥
］
十
一
ウ
「
わ
か
く
に
は
」

　

右
の
う
ち
五
丁
裏
か
ら
七
丁
裏
に
か
け
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
〈
榊
舞
歌
〉〈
鈴
舞
歌
〉〈
扇
舞
歌
〉
の
三
曲
の
楽
譜
は
、
い
ず
れ
も
、
歌
の

墨
譜
に
神
楽
笛
の
譜
字
が
添
え
ら
れ
た
も
の
で
、
十
丁
裏
か
ら
十
二
丁
裏
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
同
じ
三
曲
の
楽
譜
は
、
歌
の
墨
譜
に
篳
篥
と

箏
（
楽
箏
も
し
く
は
俗
箏
）
の
譜
字
が
添
え
ら
れ
て
い
る
（
後
述
）。〈
榊
舞
歌
〉〈
鈴
舞
歌
〉〈
扇
舞
歌
〉
は
、〈
八
雲
舞
〉
と
同
様
の
、
非

拍
節
的
な
音
楽
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、墨
譜
に
明
確
な
拍
を
示
す
点
な
ど
の
記
号
が
な
い
こ
と
か
ら
読
み
取
れ
る
が
、こ
の
う
ち
の
〈
鈴

舞
歌
〉
は
「
鈴
舞
」
と
し
て
、
神
社
音
楽
協
会
が
一
九
九
七
年
に
発
行
し
たCD

に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
非
拍
節
的
な
音
楽
で
あ
る
こ
と
が

実
際
の
録
音
か
ら
も
確
認
で
き
る
（
後
述
）。
こ
の
点
は
、
太
鼓
が
明
確
に
四
拍
子
を
刻
む
〈
浦
安
の
舞
〉
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
『
祭
祀
楽
神
楽
歌
曲
集
』
に
は
、
楽
譜
の
あ
と
に
「
曲
譜
解
説
」
と
題
し
た
説
明
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
伴
奏
は
神
楽

笛
を
基
本
と
し
、
篳
篥
に
つ
い
て
は
、「
篳
篥
ノ
譜
モ
特
ニ
掲
載
シ
テ
置
キ
マ
シ
タ
ガ
、
コ
レ
ハ
絶
対
ニ
篳
篥
モ
用
ユ
ベ
キ
モ
ノ
ト
云
フ
意
味
、

又
ハ
規
定
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
」と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
篳
篥
ヲ
用
ヒ
マ
ス
ト
、大
層
賑
カ
ニ
ナ
リ
マ
シ
テ
宜
シ
」い
け
れ
ど
も
、
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「
奏
法
上
ノ
技
術
ガ
未
熟
デ
ア
ル
ト
反
ツ
テ
滑
稽
ニ
了
ル
」
か
ら
と
し
て
い
る
。
確
か
に
、『
枕
草
子
』
で
清
少
納
言
が
酷
評
し
て
い
る
よ
う

に
、
下
手
な
篳
篥
は
聞
く
に
堪
え
な
い
。
忠
朝
は
結
論
と
し
て
篳
篥
無
し
で
笛
だ
け
で
も
よ
ろ
し
い
、
と
述
べ
て
い
る
。〈
鈴
舞
〉
の
録
音

を
聴
く
限
り
、
神
楽
笛
と
篳
篥
は
、
朗
詠
や
御
神
楽
歌
と
同
様
に
歌
の
旋
律
と
付
か
ず
離
れ
ず
添
い
な
が
ら
伴
奏
し
て
い
る
。
神
楽
笛
と
篳

篥
だ
け
の
伴
奏
、
も
し
く
は
和
琴
の
伴
奏
が
付
い
て
い
る
と
、〈
鈴
舞
〉
は
御
神
楽
歌
と
よ
く
似
た
音
楽
に
聞
こ
え
る
が
、
実
際
は
そ
う
な
っ

て
い
な
い
。
そ
の
大
き
な
理
由
が
十
三
絃
の
箏
の
使
用
で
あ
る
。

　

解
説
に
は
「
種
々
ナ
ル
楽
器
ガ
使
用
サ
レ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
本
書
ニ
収
メ
マ
シ
タ
曲
ハ
普
通
ノ
十
三
絃
ノ
琴
ヲ
用
ユ
ル
様
式
ニ
致
シ
テ
ア

リ
マ
ス
ノ
デ
、
特
ニ
琴
ノ
手
附
ヲ
記
載
シ
テ
置
キ
マ
シ
タ
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
〈
榊
舞
歌
〉〈
鈴
舞
歌
〉〈
扇
舞
歌
〉
の
伴
奏
譜
の
「
琴
」
は

和
琴
で
は
な
く
十
三
絃
の
箏
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
箏
は
「
普
通
ノ
十
三
絃
ノ
琴
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
ち

ろ
ん
雅
楽
の
箏
（
楽
箏
）
も
使
用
可
能
だ
が
、生
田
流
、山
田
流
な
ど
の
俗
箏
も
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
十
三
絃
の
調
絃
に
つ
い
て
、

忠
朝
は
「
第
二
絃
ヲ
神
楽
笛
ノ
「
〒
」
ノ
音
ニ
合
セ
テ
宮
音
即
チ
根
音
ト
ナ
シ
、
雅
楽
ニ
於
ケ
ル
平
調
ノ
調
ベ
方
ニ
依
ツ
テ
調
絃
ス
レ
バ
宜

シ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
述
べ
て
い
る
（
棒
線
、
寺
内
補
）。
つ
ま
り
、
唐
楽
平
調
の
箏
の
調
絃
を
長
二
度
下
げ
て
、
二
、七
、
為
の
絃
を
神

楽
笛
の
「
〒
」
す
な
わ
ち
壱
越
（
Ｄ
）
に
し
た
調
絃
を
用
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
西
洋
音
高
と
対
応
さ
せ
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。
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さ
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、〈
鈴
舞
〉
の
実
際
の
歌
の
旋
律
に
は
、
半
音
を
含
む
、
い
わ
ゆ
る
都
節
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
が
現
れ
る
。
し
か

し
右
の
箏
の
調
絃
に
は
半
音
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
雅
楽
の
歌
も
の
の
催
馬
楽
な
ど
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
、
歌
の
特
定
の
音
が
箏
の
音
よ

り
半
音
低
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
平
安
時
代
に
は
両
者
の
音
高
は
一
致
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
で
は
こ
の
半
音
の
ズ
レ
を

放
置
し
た
ま
ま
音
楽
が
進
行
し
て
い
く
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
〈
鈴
舞
〉
で
は
、
歌
の
半
音
低
い
音
程
に
箏
が
合
わ
せ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
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合
わ
せ
る
た
め
に
は
調
絃
に
な
い
音
を
創
り
出
す
必
要
が
あ
る
。
次
に
、
実
際
に
歌
の
旋
律
と
箏
の
伴
奏
を
比
較
し
て
分
析
し
て
み
よ
う
。

　

譜
二
は
〈
鈴
舞
歌
〉
の
採
譜
で
あ
る
。
上
段
に
歌
、下
段
に
箏
の
伴
奏
を
採
譜
し
た
。
資
料
と
し
て
、『
祭
祀
楽
神
楽
歌
曲
集
』（
一
九
三
七
）

中
の
〈
鈴
舞
歌
〉
の
楽
譜
と
、
神
社
音
楽
協
会
発
行CD

『
神
前
神
楽
』（
一
九
九
七
）
中
の
〈
鈴
舞
〉
の
録
音
を
参
照
し
た
。
歌
詞
は
明
治

天
皇
御
製
の
和
歌
で
、
再
掲
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
試
み
に
（　

）
内
に
釈
文
を
示
し
た
。

譜二　〈鈴舞歌〉の歌と箏
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う
ち
む
か
ふ　

た
ひ
に
こ
ゝ
ろ
を　

み
か
け
と
や　

か
ゝ
み
は
か
み
の　

つ
く
り
そ
め
け
む

（
う
ち
向
ふ　

た
び
に
心
を　

磨
け
と
や　

鏡
は
神
の　

作
り
初
め
け
む
）

　

ま
ず
全
体
の
構
造
か
ら
見
る
。
一
行
目
は
句
頭
の
独
唱
で
歌
わ
れ
る
。
二
行
目
か
ら
、
斉
唱
と
な
り
伴
奏
の
神
楽
笛
、
篳
篥
が
加
わ
る
。

伝
統
的
な
雅
楽
の
歌
も
の
と
異
な
り
、
こ
の
楽
曲
で
は
、
箏
は
冒
頭
の
独
唱
部
分
か
ら
伴
奏
を
す
る
。
し
か
も
、
句
頭
が
歌
い
出
す
直
前
に
、

四
絃
と
九
絃
の
音
（
オ
ク
タ
ー
ヴ
）
を
つ
ま
弾
き
、
句
頭
に
歌
い
出
す
べ
き
音
程
を
示
し
て
い
る
。
笏
拍
子
は
、〈
八
雲
舞
〉
で
は
歌
詞
の

各
句
の
終
り
に
打
た
れ
た
が
、〈
鈴
舞
〉
は
そ
う
で
は
な
く
、
音
楽
的
フ
レ
ー
ズ
の
切
れ
目
に
打
た
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
実
は
、
こ

の
歌
は
、
歌
詞
の
五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
フ
レ
ー
ズ
と
旋
律
の
フ
レ
ー
ズ
が
一
致
し
て
い
な
い
。
歌
詞
だ
け
を
取
り
出
し
て
、
笏
拍
子
が
打
た

れ
る
箇
所
を
▼
で
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

う
ち
む
か
ふ
▼　

た
ひ
に
▼
こ
こ
ろ
を
▼　

み
か
け
と
や
▼　

　

か
か
み
は
▼
か
み
の　

つ
く
り
▼
そ
め
け
む
▼

　

次
に
音
高
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
全
体
に
フ
レ
ー
ズ
の
前
半
でG

-♭
E-D

やD
-♭

B-A

な
ど
の
半
音
を
含
む
下
行
型
の
都
節
テ
ト
ラ
コ
ル

ド
の
旋
律
の
動
き
が
目
立
つ（
譜
二
で
両
肩
カ
ッ
コ
に「
都
」と
示
し
た
部
分
）。
こ
の
♭E
や
♭B
の
音
高
は
、一
つ
下
の
音
高
の
絃
を
押
手
に
よ
っ

て
半
音
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
♭E
は
E
を
下
げ
る
の
で
は
な
く
、
D
に
調
絃
さ
れ
て
い
る
第
七
絃
を
押
し
て
#D
を
、

♭B
は
B
を
下
げ
る
の
で
は
な
く
A
に
調
絃
さ
れ
て
い
る
第
五
絃
を
押
し
て
#A
に
す
る
。
ま
た
、
歌
の
旋
律
に
出
て
く
る
C
の
音
高
は
箏
に
は

な
い
の
で
、
こ
れ
も
B
に
調
絃
さ
れ
て
い
る
第
六
絃
を
押
し
て
作
ら
れ
る
（
譜
三
）。
全
体
に
歌
の
フ
レ
ー
ズ
の
前
半
は
都
節
の
趣
が
強
く
、



二
八

神戸大学 大学院国際文化学研究科『国際文化学研究』58号 (2022)

後
半
は
♭E
や
♭B
の
音
を
半
音
上
げ
て
E
や
B
に
し
た
律
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
が
多
い
。
ま
た
、
フ
レ
ー
ズ
の
後
半
に
必
ず

出
て
く
る
第
十
三
絃
（
巾
）
か
ら
第
八
絃
に
か
け
て
の
「
連
（
れ
ん
）」三

九（
洋
楽
の
グ
リ
ッ
サ
ン
ド
に
当
る
）
の
箇
所
も
、

半
音
を
含
ま
な
い
律
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
の
積
み
重
ね
で
で
き
て
い
て
、
明
る
い
感
じ
を
醸
し
出
す
。

　

な
お
、
旋
律
の
音
を
長
く
伸
ば
し
な
が
ら
、
上
下
に
ゆ
ら
す
技
法
を
「
ユ
リ
（
揺
り
）」
と
言
う
が
（
譜
二
で
は
各

行
の
後
半
に
現
れ
る
、
付
点
八
分
音
符
と
十
六
分
音
符
で
表
記
し
た
音
型
）、
伝
統
的
な
御
神
楽
歌
、
朗
詠
、
催
馬
楽

な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
る
技
法
（
音
型
）
で
あ
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
こ
の
〈
鈴
舞
〉
に
つ
い
て
は
舞
譜
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
振
付
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
楽
曲
の
表
題
か
ら
〈
榊
舞
〉
は
榊
、〈
鈴
舞
〉
は
鈴
、〈
扇
舞
〉
は
扇
を
手
に
持
っ
て
舞
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。〈
八
雲
舞
〉
で
見
た
よ
う
に
、
非
拍
節
的
な
リ
ズ
ム
で
も
、
目
安
と
な
る
歌
詞
の
音
節
と
動
作
の
型

を
対
応
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
複
数
の
舞
人
の
動
き
も
あ
る
程
度
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
推
察
さ
れ
る
。

四
、〈
浦
安
の
舞
〉

四
ー
一
、〈
浦
安
の
舞
〉
の
誕
生

　
〈
浦
安
の
舞
〉は
、昭
和
一
五（
一
九
四
〇
）年
、紀
元
二
千
六
百
年
を
祝
う
た
め
に
、祝
典
当
日（
十
一
月
十
日
）「
全
国
」

の
神
社
で
奉
奏
さ
れ
た
新
作
巫
女
神
楽
で
あ
る
。「
全
国
」
に
は
、
当
時
日
本
が
植
民
地
化
し
て
い
た
「
外
地
」
も
含

ま
れ
る

四
〇

。〈
浦
安
の
舞
〉
の
制
定
と
実
施
に
つ
い
て
は
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
の
中

に
詳
細
な
記
録
が
あ
る

四
一

。
す
で
に
拙
稿
で
〈
浦
安
の
舞
〉
の
制
定
か
ら
実
施
に
至
る
過
程
や
、
当
時
の
時
代
的
脈
絡

に
お
け
る
奉
奏
の
意
義
な
ど
を
論
じ
た
の
で
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
と
し
て
（
寺
内　

二
〇
一
〇
）、

譜三　〈鈴舞〉の箏の調絃
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こ
こ
で
は
制
定
か
ら
実
施
ま
で
の
概
要
を
簡
略
に
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。

　
〈
浦
安
の
舞
〉
は
、
神
社
音
楽
協
会
か
ら
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
（
以
下
、
奉
祝
会
と
略
）

四
二

へ
の
請
願
（
昭
和
十
四
年
一
月
）
に
よ
っ

て
実
現
し
た

四
三

。

紀
元
二
千
六
百
年
記
念
式
典
ヲ
迎
フ
ル
ニ
方
ニ
神
前
神
楽
舞
ヲ
制
定
シ
以
テ
祭
式
ノ
次
第
中
ニ
加
ヘ
且
又
是
ヲ
全
国
各
神
社
存
在
地
域
内

ノ
青
年
団
処
女
会
員
等
ニ
習
得
セ
シ
メ
全
国
各
神
社
一
斉
ニ
奉
納
セ
シ
メ
ラ
レ
ナ
バ
挙
国
一
致
ノ
奉
祝
精
神
ハ
祭
祀
ヲ
通
ジ
テ
体
現
顕
著

タ
ル
ベ
ク
敬
神
観
念
ヲ
昂
揚
シ
国
体
ノ
認
識
ヲ
深
ム
ル
亦
斯
ノ
道
ニ
若
ク
モ
ノ
ナ
シ
ト
思
惟
ス
（
傍
線
、
寺
内
補
）

　

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、舞
人
と
演
奏
者
と
し
て
、「
地
域
内
ノ
青
年
団
処
女
会
員
」（
傍
線
部
）が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

ふ
だ
ん
か
ら
神
社
内
で
奏
楽
や
舞
を
担
当
す
る
専
門
職
員
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
氏
子
の
（
特
に
若
い
）
男
女
の
参
加
を
広

く
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

翌
、一
九
四
〇
年
七
月
に
、奉
祝
会
は
①「
奉
祝
神
楽
舞
要
項
」、②「
奉
奏
指
導
者
講
習
会
要
項
」、③「
受
講
者
講
習
会
要
項
」を
制
定
し
て
、

よ
り
具
体
的
に
一
一
月
の
祝
典
で
の
奉
奏
に
向
け
た
準
備
を
実
行
し
て
い
っ
た

四
四

。
こ
こ
で
は
原
文
は
省
略
す
る
が
、
①
で
は
、〈
浦
安
の

舞
〉
の
舞
人
は
女
子
、歌
方
（
伴
奏
の
歌
と
楽
器
）
は
男
女
ど
ち
ら
で
も
よ
い
、と
規
定
し
て
い
る
。
伴
奏
楽
器
は
笏
拍
子
、和
琴
ま
た
は
箏
、

神
楽
笛
、
篳
篥
で
、
演
奏
者
が
確
保
で
き
な
い
時
は
最
低
限
、
歌
だ
け
で
も
よ
い
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
は
箏
は
、
山
田
流
、
生
田
流
な
ど

の
俗
箏
で
も
よ
い
、と
し
て
い
る
。
②
③
で
は
、講
習
会
の
説
明
を
し
て
い
る
。
次
の
よ
う
に
、講
習
会
は
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
開
催
さ
れ
、

中
央
の
宮
内
省
楽
師
な
ど
が
派
遣
さ
れ
て
、
各
地
域
の
神
職
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
受
講
者
に
対
し
て
〈
浦
安
の
舞
〉
の
歌
、
楽
器
、
舞
が
指

導
さ
れ
た
。



三
〇

神戸大学 大学院国際文化学研究科『国際文化学研究』58号 (2022)

・
第
一
期　

八
月
一
○
〜
二
○
日

　

地
域　
　

会
場　
　
　
　

	

受
講
者
数　

講
師

　

台
北　

女
子
高
等
女
学
院	

一
二
○
名　

多
久
元
、
村
田
嘉
雄 

、
多
静

　

福
岡　

宗
像
神
社
清
明
殿	

一
七
二
名　

葦
津
國
彦
、
多
忠
紀
、
林
多
美
夫
、
東
儀
文
盛

　

奈
良　

大
神
神
社
大
礼
記
念
館	

九
六
名　
　

山
尾
繁
太
郎
、
薗
廣
茂
、
岡
實
、（
堀
川
佐
一
郎
）

　

長
野　

城
山
小
学
校	

七
九
名　
　

豊
昇
三
、
浅
井
忠
信
、
岡
武
雄 

　

仙
台　

宮
城
県
神
職
会	

七
四
名　
　

多
忠
龍
、
豊
雄
秋
、
嶋
重
治

・
第
二
期　

八
月
二
三
〜
九
月
一
日

　

名
古
屋　

愛
知
國
學
院	
一
○
五
名　

多
忠
朝
、
村
田
嘉
雄

　

松
山　

石
鎚
神
社
参
籠
所	
七
一
名　
　

山
尾
繁
太
郎
、
岡
實
、
豊
雄
秋

　

大
社
町　

大
社
國
學
館	

一
二
一
名　

豊
昇
三
、
堀
川
佐
一
郎
、
山
田
清
春

　

神
戸　

生
田
神
社	

七
三
名　
　

嶋
重
治
、
多
久
元
、
多
静

　

金
沢　

第
四
高
等
学
校	

九
一
名　
　

浅
井
忠
信 

、
岡
武
雄
、
松
浦
彦
操

　

宮
崎　

宮
崎
中
学
校	

一
二
四
名　

薗
廣
茂
、
東
儀
文
盛

　

東
京　

國
學
院
大
学
講
堂	

一
○
五
名　

多
忠
龍
、
浅
井
忠
信
、
東
儀
博
、
村
田
嘉
雄

　

京
城　

朝
鮮
神
宮	

五
九
名　
　

東
儀
文
盛
、
薗
廣
茂

・
第
三
期　

九
月
五
〜
一
四
日

　

札
幌
市　

札
幌
神
社	

五
○
名　
　

多
忠
龍
、
山
尾
繁
太
郎



三
一

神戸大学 大学院国際文化学研究科『国際文化学研究』58号 (2022)

　

東
京　

千
櫻
小
学
校
、
皇
典
講
究
所　

三
六
三
名　
　

薗
廣
茂
、
豊
昇
三
、
豊
雄
秋
、
林
多
美
夫
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
忠
紀
、
岡
實
、
東
儀
博
、
村
田
嘉
雄
、
山
田
清
春
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
静
、
松
浦
彦
操
、
多
忠
朝
、
岡
武
雄

受
講
者
た
ち
は
、さ
ら
に
自
分
の
居
住
す
る
地
域
に
戻
り
、地
域
の
氏
子
な
ど
に
〈
浦
安
の
舞
〉
を
伝
え
た
。
そ
の
様
子
は
講
師
の
一
人
だ
っ

た
多
忠
龍
（
一
八
六
五
〜
一
九
四
四
）
の
著
書
『
雅
楽
』（
多　

一
九
四
二
）
に
も
見
え
る
。
ま
た
、
舞
を
舞
っ
た
各
地
の
う
ら
若
き
乙
女

た
ち
の
素
直
な
感
動
は
〈
浦
安
の
舞
〉
の
回
顧
録
で
あ
る
『
浦
安
の
舞
五
十
年
』（
神
社
音
楽
協
会　

一
九
九
〇
）
に
多
数
綴
ら
れ
て
い
る
。

四
ー
二
、〈
浦
安
の
舞
〉
の
音
楽
的
特
徴

　
〈
浦
安
の
舞
〉
は
、
前
掲
の
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
に
次
の
よ
う
な
楽
譜
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

①
参
上
音
声
（
神
楽
笛
）

②
歌
譜
（
墨
譜
）
＋
神
楽
笛
譜
字
、
篳
篥
譜
字

③
歌
譜
（
墨
譜
）
＋
和
琴
譜
字
、
箏
譜
字

④
歌
譜
（
墨
譜
）
＋
神
楽
笛
譜
字
、
箏
譜
字

⑤
歌
譜
（
五
線
譜
）

⑥
舞
譜
（
こ
と
ば
に
よ
る
説
明
に
拍
子
の
記
号
＝
◎
●
◯
×
）（
後
述
）

　

右
の
う
ち
、
①
は
神
楽
笛
の
譜
字
が
縦
に
書
か
れ
て
い
る
。
②
〜
④
は
歌
の
墨
譜
の
線
の
上
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
指
孔
記
号
も
し
く

は
絃
名
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
⑤
は
歌
を
西
洋
五
線
譜
に
訳
譜
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
説
明
書
き
の
中
に
、
太
鼓
の
打
ち
方
の
説
明

と
し
て
、
四
拍
子
の
各
拍
を
「
●
・
◯
・
」
と
し
た
場
合
、
一
拍
目
（
●
）
だ
け
を
強
く
打
ち
、
そ
の
他
は
弱
く
打
つ
こ
と
、
笏
拍
子
は
四
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拍
の
う
ち
第
一
拍
（
●
）
と
第
三
拍
（
◯
）
で
打
つ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。〈
浦
安
の
舞
〉
は
〈
八
雲
舞
〉〈
鈴
舞
〉
と
異
な
り
、
明
確
な

拍
節
を
持
つ
楽
曲
で
、
洋
楽
ふ
う
に
言
え
ば
四
拍
子
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、〈
八
雲
舞
〉〈
鈴
舞
〉
と
〈
浦
安
の
舞
〉
で
は
、
笏
拍
子
の
役

割
が
異
な
る
。
前
者
で
は
、
笏
拍
子
は
歌
詞
の
各
句
の
末
尾
や
、
音
楽
の
フ
レ
ー
ズ
の
末
尾
を
締
め
く
く
る
箇
所
で
打
た
れ
る
が
、
後
者
で

は
一
定
の
間
隔
で
拍
を
刻
む
。
こ
の
両
方
の
用
法
と
も
、伝
統
的
な
御
神
楽
歌
な
ど
か
ら
取
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、御
神
楽
〈
其

駒
〉
の
三
度
拍
子
（
非
拍
節
的
リ
ズ
ム
）
で
は
笏
拍
子
は
前
者
の
よ
う
に
打
た
れ
、〈
其
駒
〉
揚
拍
子
（
拍
節
的
リ
ズ
ム
）
で
は
笏
拍
子
は

後
者
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
こ
で
、〈
浦
安
の
舞
〉

の
歌
の
旋
律
を
音
高
の
点
か
ら
考

察
し
て
み
よ
う
。
す
で
に
述
べ
た

と
お
り
、『
紀
元
二
千
六
百
年
祝

典
記
録
』
に
は
歌
の
楽
譜
は
伝
統

的
な
墨
譜
の
形
式
（
譜
四
）
と
、

五
線
譜
（
譜
五
）
の
二
種
類
で
表

記
さ
れ
て
い
る
。

譜四　〈浦安の舞〉歌譜（墨譜） 四五
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譜五　〈浦安の舞〉歌譜（五線譜） 四六

注：神楽笛の〒＝壱越をC#の高さに設定して訳譜している四七。D、
G#などの音名の書き込みは寺内（現在の演唱による）。
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旋
律
の
音
高
は
墨
譜
で
は
笛
、
篳
篥
な
ど
の
伴
奏
楽
器
の
指
孔
記
号
の
譜
字
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
笛
も
篳
篥
も
、

譜
字
は
一
つ
だ
け
の
音
高
に
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
笛
で
あ
れ
ば
、
穴
を
ふ
さ
ぐ
指
の
位
置
を
微
妙
に
ず
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

半
音
か
ら
長
二
度
程
度
の
幅
の
あ
る
音
高
を
出
す
事
が
で
き
る
。
篳
篥
に
至
っ
て
は
長
三
度
程
度
の
幅
を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
譜

四
で
「
中
」
の
記
号
が
出
て
く
る
の
は
㈠
二
行
目
の
「
に
」、
㈡
三
行
目
の
「
な
」
と
「
ぎ
」、
㈢
四
行
目
の
「
と
」「
く
」「
に
」
と
「
み
」、

㈣
五
行
目
の
は
じ
め
の
「
た
」
と
「
ぬ
」
で
あ
る
。
対
応
す
る
箇
所
を
五
線
譜
（
譜
五
）
で
見
る
と
、
㈠
と
㈡
に
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
の
G
、
㈢

以
下
は
#G
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
五
線
譜
に
従
っ
て
音
高
の
分
析
を
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
前
半
と
後
半
で
は
使
わ
れ
る
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
が

異
な
り
、
途
中
で
「
転
調
」
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
を
与
え
る
。
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
前
半
、
歌
詞
の
一
句
目
「
あ
め
つ
ち
の
」
か
ら
三

句
目
「
う
み
の
」
ま
で
は
、「#C-D

-#F

」
と
「#F-G

-B

」
と
い
う
都
節
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
上
下
の
都
節
の
テ
ト
ラ

コ
ル
ド
は#F

の
音
を
共
有
し
て
い
る
の
で
、
都
節
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
の
「
コ
ン
ジ
ャ
ン
ク
ト conjunct

」
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
歌
詞
三

句
目
の
後
半
「
ご
と
く
」
か
ら
ナ
チ
ュ
ラ
ルG
に
替
わ
っ
て#G

が
登
場
し
（
譜
五
と
後
出
の
譜
九
の
二
四
小
節
目
）、
上
の
音
域
の
テ
ト

ラ
コ
ル
ド
が
上
行
型
は
民
謡
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
「#G

-B-#C

」
と
解
釈
で
き
、
下
行
型
は
「#C -A-#G

」
す
な
わ
ち
都
節
の
テ
ト
ラ
コ
ル

ド
に
変
化
す
る
。「#C -A-#G

（ 

上
行
型
に
す
る
と#G

-A-#C

）」
も
音
の
並
び
と
し
て
は
都
節
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
だ
が
、「#F-G

-B

」
に

比
べ
る
と
長
二
度
上
に
ず
れ
た
こ
と
に
な
り
、
音
階
が
変
わ
っ
た
と
い
う
印
象
を
与
え
る
（
譜
六
）。
こ
の
場
合
、
上
下
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド

で
共
有
す
る
音
が
な
い
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
の
「
デ
ィ
ス
ジ
ャ
ン
ク
ト disjunct

」
四
八

と
な
る
。

　

さ
て
、
現
在
ネ
ッ
ト
上
で
見
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
〈
浦
安
の
舞
〉
の
演
唱
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
必
ず
し
も
こ
の
楽
譜
の
音
階
で
歌
わ
れ
て

は
い
な
い
、
と
い
う
事
実
を
発
見
し
た
。
神
社
音
楽
協
会
発
行
のCD

『
神
前
神
楽
』
で
も
、
こ
の
楽
譜
通
り
に
は
歌
っ
て
い
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
現
在
の
演
唱
で
は
、
こ
の
楽
譜
の
い
く
つ
か
の
音
高
が
変
更
さ
れ
て
実
践
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
譜
五
で
確
認
し
て
み
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よ
う
。
譜
五
の

で
囲
ん
だ
部
分
は
、『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
掲
載
の
五
線
譜
と
現
在
の
演
唱

で
音
が
違
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
譜
五
の
二
行
目
「
に
」
の
音
高
は
譜
五
で
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
G
だ
が
、『
神

前
神
楽
』
で
は
#G
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、
楽
譜
四
行
目
の
「
な
」
も
『
神
前
神
楽
』
で
は
#G
で
歌
わ
れ
て
い

た
（
た
だ
し
直
後
の
「
ぎ
」
の
文
字
で
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
G
に
戻
っ
て
い
る
）。
ま
た
、
譜
五
の
六
行
目
の
「
な
」

と
八
行
目
の
「
た
」
も
#D
で
歌
わ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、「
た
」
の
直
後
の
「
ぬ
」
で
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
D
に
戻
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旋
律
が
上
行
す
る
時
は
＃
が
つ
き
（
律
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
）、
下
行
す
る
時
は
ナ

チ
ュ
ラ
ル
に
な
る
（
都
節
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
）
と
い
う
傾
向
が
見
て
取
れ
る
（
譜
七
）。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、

『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
に
収
録
さ
れ
た
五
線
譜
で
は
、〈
浦
安
の
舞
〉
は
前
半
と
後
半
で
用
い
る
テ

ト
ラ
コ
ル
ド
が
異
な
り
、途
中
で
曲
調
が
変
わ
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、CD

『
神
前
神
楽
』

な
ど
現
在
の
演
唱
で
は
、
楽
曲
の
全
般
あ
ち
こ
ち
で
、
上
行
型
で
は
律
、
下
行
型
で
は
都
節
と
い
う
旋
律
の

動
き
が
配
置
さ
れ
、
細
か
な
周
期
で
音
階
が
変
わ
る
印
象
を
与
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

四
九

。

　

つ
ぎ
に
、
旋
律
の
類
型
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
旋
律
を
お
よ
そ
二
小
節
単
位
で
一
つ
の
旋
律
型
と
捉
え
て

記
号
で
表
す
と
、
同
じ
ま
た
は
そ
の
変
形
の
旋
律
型
が
繰
り
返
し
現
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。〈
浦
安
の
舞
〉
の

旋
律
構
造
は
表
二
の
よ
う
に
な
る（
網
掛
部
分
は
低
音
域
）。
旋
律
型
A1
は
都
節
テ
ト
ラ
コ
ル
ド「#C-D

-#F

」、

旋
律
型
B2
は
都
節
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
「#F-G

-B

」
が
顕
著
な
部
分
で
あ
る
。
旋
律
型
C1
は
#G
が
初
め
て
現
れ
、

曲
調
の
変
わ
り
目
が
意
識
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
伴
奏
の
箏
の
用
法
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
の
中
に
は
箏
の
調

絃
に
関
す
る
説
明
は
な
い
が
、歌
の
旋
律
な
ど
と
の
対
比
か
ら
、前
掲〈
鈴
舞
〉と
同
じ
調
絃
と
考
え
ら
れ
る（
譜

譜六　『紀元二千六百年祝典記録』〈浦安舞〉
五線譜の音階

譜七　現在の〈浦安舞〉の実践における音階
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八
）。
た
だ
し
、
譜
三
で
は
壱
越
を
D
に
設
定
し
て
表
記
し
た
が
、
譜
八
で
は
、

譜
五
の
歌
の
五
線
譜
訳
に
揃
え
る
た
め
、
壱
越
を
#C
に
設
定
し
て
表
記
し
た
。

〈
浦
安
の
舞
〉
で
も
〈
鈴
舞
〉
と
同
様
、
歌
の
音
高
の
中
で
調
絃
に
な
い
音
を
、

絃
の
押
し
手
に
よ
っ
て
半
音
上
げ
て
作
り
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
B
は
#A

に
調
絃
さ
れ
て
い
る
六
絃
と
斗
絃
を
、
D
は
#C
に
調
絃
さ
れ
て
い
る
七
絃
を
、

A
は
#G
に
調
絃
さ
れ
て
い
る
十
絃
を
押
し
て
作
ら
れ
る
。

　

譜
九
は
現
在
の
〈
浦
安
の
舞
〉（
神
社
音
楽
協
会
『
神
前
神
楽
』
よ
り
）
の
歌
と
箏
の
五
線
譜
採
譜
で
あ
る
。
伝
統
的
な

箏
の
奏
法
の
「
閑し

ず

掻が
き

」
と
「
早は

や

掻が
き

」
が
混
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
六
連
符
や
七
連
符
の
部
分
は
、
伝
統
的
に
は
「
連れ

ん

」
と

呼
ば
れ
る
音
型
だ
が
、〈
浦
安
の
舞
〉
で
は
多
用
さ
れ
て
い
て
、
伝
統
的
な
「
残

の
こ
り

楽が
く

」
な
ど
で
見
ら
れ
る
、
箏
が
活
躍
す
る

編
曲
に
な
っ
て
い
る
。

　
〈
浦
安
の
舞
〉
で
使
わ
れ
て
い
る
音
階
（
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
）
や
、
音
を
上
下
に
ゆ
ら
す
技
法
（
ユ
リ
）
な
ど
は
、
伝
統
的

な
歌
も
の
（
＝
御
神
楽
歌
や
催
馬
楽
）
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
明
確
な
拍
節
が
あ
り
、
箏
を
伴
奏
に
用
い
る
と
、

催
馬
楽
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
た
だ
し
、
箏
が
、
も
と
の
調
絃
に
な
い
音
高
を
押
し
手
で
つ
く
り
歌
の
音
高
に
合
わ
せ
る
、

連
を
多
用
す
る
な
ど
は
、
伝
統
的
な
歌
も
の
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
太
鼓
が
一
拍
ず
つ
拍
を
刻
む
の
も
、

伝
統
的
な
歌
も
の
に
は
見
ら
れ
ず
、
結
果
と
し
て
催
馬
楽
に
似
て
い
る
が
少
し
異
な
る
「
新
し
い
歌
謡
」
の
特
徴
を
創
り

出
し
て
い
る
。

表二　〈浦安の舞〉の
旋律構造

譜八　〈浦安の舞〉箏の調絃
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譜九　〈浦安の舞〉現行の歌と箏（採譜）
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四
ー
三
、〈
浦
安
の
舞
〉
舞
踊
的
特
徴

　
〈
浦
安
の
舞
〉
の
舞
は
、先
に
紹
介
し
た
歌
を
二
回
繰
り
返
す
中
で
舞
わ
れ
る
。
前
半
（
歌
、一
回
目
）
は
扇
を
手
に
持
っ
て
舞
う
「
扇
舞
」、

後
半
（
歌
、
二
回
目
）
は
鈴
を
振
り
な
が
ら
舞
う
「
鈴
舞
」
で
あ
る
。
両
者
は
連
続
し
て
舞
わ
れ
る
。

　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
に
は
舞
譜
も
付
い
て
い
る
。
舞
譜
は
基
本
的
に
こ
と
ば
に
よ
る
動
き
の
説
明
に
拍
を
表
す
記
号
と
歌
詞

が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
小
節
の
何
拍
目
で
ど
の
動
き
を
す
る
の
か
の
目
安
に
な
っ
て
い
る
。
拍
子
を
表
す
記
号
は

　

◎
＝
一
拍
目

　

●
＝
二
拍
目

　

◯
＝
三
拍
目

　

×
＝
四
拍
目

と
な
っ
て
い
る
。要
所
要
所
に
姿
勢
を
表
す
イ
ラ
ス
ト
画
と
、隊
列
変
化
を
示
す
図
も
付
け
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、多
少
説
明
の
文
言
が
異
な
っ

て
い
る
が
、雑
誌
『
紀
元
二
千
六
百
年
』
三
（
一
〇
）
号
に
も
、「
浦
安
の
舞
」
の
舞
譜
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
多　

一
九
四
〇
）。
こ
ち
ら
は
、

解
説
の
文
字
の
上
下
に
舞
人
の
姿
勢
を
移
し
た
写
真
が
二
四
枚
掲
載
さ
れ
て
い
る

五
〇

。

　

表
三
と
表
四
は
〈
浦
安
の
舞
〉
の
前
半
「
扇
舞
」
と
後
半
「
鈴
舞
」
の
動
き
を
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
の
舞
譜
に
基
づ
き
整
理

し
た
も
の
で
あ
る
。『
紀
元
二
千
六
百
年
』
三
（
一
〇
）
号
の
舞
の
節
の
分
け
方
と
異
な
る
部
分
を
補
記
し
た
。「
扇
舞
」
で
は
、
作
舞
者
自

身
が
舞
の
ま
と
ま
り
を
第
一
〜
第
八
ま
で
の
節
に
分
け
て
い
る
が
、
各
節
の
長
さ
は
伝
統
的
な
舞
楽
の
よ
う
に
同
じ
長
さ
に
な
っ
て
い
な
い
。

同
様
に
、「
鈴
舞
」
の
各
節
の
長
さ
も
同
じ
で
は
な
い

五
一

。
全
体
に
、舞
楽
や
御
神
楽
の
人
長
舞
に
も
見
え
る
「
披
」「
伏
」「
廻
」「
突
」「
立
」

「
寄
」「
腰
に
付
け
る
」
な
ど
の
動
き
を
基
本
に
し
て
い
る
が
、
扇
や
鈴
な
ど
の
道
具
は
舞
楽
で
は
用
い
ら
れ
な
い
。「
扇
舞
」
よ
り
「
鈴
舞
」

の
方
が
説
明
文
が
長
い
が
、
そ
れ
だ
け
手
、
足
の
動
き
が
複
雑
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
理
由
の
一
つ
は
持
ち
物
の
鈴
の
扱
い
に
あ
る
だ
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ろ
う
。
た
と
え
ば
、「
鈴
舞
」
第
九
節
に
は
、「
鈴
を
右
手
に
持
ち
更
へ
左
手
掌
に
鈴
緒
を
受
け
な
が
ら
寄
せ
つ
つ
両
手
を
前
に
上
げ
て
」
と

い
う
、
か
な
り
長
い
説
明
も
あ
る
。

　

振
付
け
は
、
一
連
の
動
作
を
左
右
二
回
行
う
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、「
鈴
舞
」
第
十
節
の
前
半
に

鈴
を
振
る
と
同
時
に
左
足
を
【
立
】
て　

右
足
を
寄
せ
る
と
同
時
に
両
手
を
左
上
方
へ
上
げ　

下
し
つ
つ
膝
を
少
し
折
り
て　

両
手
を
右

上
方
へ
廻
し
上
げ　

鈴
を
振
る
と
同
時
に
右
足
を
【
立
】
て　

両
手
を
右
方
へ
上
げ　

下
し
つ
つ
膝
を
折
り
て
左
足
を
寄
せ
つ
つ
［
一
﨟
、
二
臈
は
］
正
面
向

と
な
り　
［
三
臈
、
四
臈
は
本
座
に
向
ふ
］
両
手
を
左
方
へ
廻
し
上
げ　

と
い
う
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
を
足
と
手
に
分
け
て
表
記
す
る
と
、

足　

左
足
を
立
て
右
足
を
寄
せ
る　
　
　
　
　
　

膝
を
折
る

手　
　
　
　
　
　

両
手
は
左
上
方
へ
上
げ
て
か
ら　

右
上
方
へ
廻
し
上
げ
る

足　

右
足
を
立
て
左
足
を
寄
せ
る　
　
　
　
　
　

膝
を
折
る

手　
　
　
　
　
　

両
手
は
右
上
方
へ
上
げ
て
か
ら　

左
上
方
へ
廻
し
上
げ
る

と
、
一
回
目
の
動
き
の
左
右
対
称
型
を
二
回
目
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
鈴
を
左
右
の
手
に
持
ち
替
え
る
仕
草
も
頻
出
す
る
。
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同
じ
動
き
を
左
右
対
称
で
行
う
の

は
、
伝
統
的
な
舞
楽
に
も
あ
る
振
付

け
で
あ
る
。

　

鈴
の
場
合
は
音
を
出
す
音
具
で
も

あ
る
の
で
、
そ
の
分
、
音
楽
と
関
連

づ
け
た
演
出
の
可
能
性
も
広
が
る
。

鈴
は
、
小
節
の
一
拍
目
＝
動
作
の
締

め
く
く
り
（
と
同
時
に
次
の
動
作
の

始
ま
り
）
で
振
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
第
十
三
節
と
第
十
五
節
の
よ
う

に
、
一
拍
ず
つ
振
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
（
表
四　

第
十
三
、
第
十
五
の
△

の
部
分
）。
結
論
と
し
て
、〈
浦
安
の

舞
〉
の
振
付
け
は
、
伝
統
的
な
舞
楽

や
御
神
楽
人
長
舞
の
動
き
を
基
本
と

し
つ
つ
、
腕
の
角
度
や
舞
人
の
隊
列

な
ど
に
変
化
を
加
え
、
ま
た
、
扇
や

鈴
な
ど
の
道
具
を
使
用
す
る
こ
と
に

表三〈浦安の舞〉扇舞の構造
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よ
り
、
新
し
い

巫
女
神
楽
と
し

て
の
表
象
を
創

り
出
し
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

表四〈浦安の舞〉鈴舞の構造
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五
、一
般
向
け
の
巫
女
神
楽
と
し
て
の
特
徴

　

以
上
、
多
忠
朝
が
創
作
し
た
巫
女
神
楽
の
い
く
つ
か
の
音
楽
と
舞
踊
の
特
徴
を
分
析
し
た
。
最
後
に
、
忠
朝
が
具
体
的
に
神
社
の
儀
礼
の

ど
の
部
分
で
こ
れ
ら
の
新
作
神
楽
が
演
奏
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
の
か
と
、
演
者
と
し
て
誰
を
想
定
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の

こ
と
が
、
音
楽
と
舞
の
実
際
と
、
教
習
方
法
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

忠
朝
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、『
祭
祀
楽
神
楽
歌
曲
集
』
末
尾
の
「
曲
譜
解
説
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

曲
譜
解
説
（
十
二
オ
〜
十
四
オ
）

　
（
前
略
）

　

従
来
各
神
社
デ
ハ
、
神
楽
舞
ヲ
特
種
ノ
モ
ノ
ト
シ
テ
取
扱
ハ
レ
、
祭
式
中
ニ
奉
納
サ
レ
テ
ヲ
ル
神
社
ハ
現
在
ノ
ト
コ
ロ
極
メ
テ
少
数
デ
ア

リ
マ
ス
ル
ガ
、
実
際
ハ
祭
式
中
即
チ
祝
詞
奏
上
ノ
直
後
ニ
於
ヒ
テ
神
楽
舞
ヲ
奉
納
シ
テ
御
神
慮
ヲ
慰
メ
奉
ル
ノ
ガ
至
当
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
考
ヘ

マ
ス
、
由
ツ
テ
本
書
ニ
モ
、
ソ
ノ
参
考
ノ
意
味
デ
三
曲
ヲ
掲
載
致
シ
マ
シ
タ
。
実
際
ニ
用
ユ
ル
場
合
ハ
、
一
曲
デ
モ
二
曲
デ
モ
、
三
曲
全
部

デ
モ
差
支
ヘ
ア
リ
マ
セ
ン
、一
曲
ノ
所
用
時
間
ハ
僅
カ
ニ
三
分
位
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、三
曲
全
部
奉
納
シ
テ
モ
僅
々
十
分
以
内
デ
完
了
致
シ
マ
ス
。

　
（
後
略
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
傍
線
、
寺
内
補
）

　
〈
榊
舞
〉〈
鈴
舞
（
真
澄
鏡
）〉〈
扇
舞
（
御
国
舞
）〉
の
三
曲
は
、
朝
鮮
神
宮
鎮
座
十
周
年
記
念
祭
（
一
九
三
五
）
で
演
じ
ら
れ
た
が
、
じ

つ
は
そ
の
時
は
、
祝
詞
の
直
後
に
本
殿
／
拝
殿
で
演
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
祭
祀
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
奉
賛
殿
で
演
じ
ら
れ
た
こ
と
は
前

述
の
通
り
で
あ
る

五
二

。
し
か
し
、
右
の
「
曲
譜
解
説
」
を
見
る
と
、
忠
朝
と
し
て
は
、
祭
祀
の
中
核
部
分
の
祝
詞
奏
上
の
直
後
に
演
じ
る
の

が
適
当
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
で
に
紹
介
し
た
「
神
社
音
楽
の
話
（
二
）」
で
も
、「
即
ち
供
饌
に
続
い
で
祝
詞
奏
上
の
直
後
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御
神
前
に
於
い
て
奉
納
す
る
神
楽
舞
を
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
（
多　

一
九
三
九
ｂ
、
一
六
頁
）。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
実
際
ニ
用
ユ
ル
場
合
ハ
、
一
曲
で
も
二
曲
デ
モ
、
三
曲
全
部
デ
モ
差
支
ヘ
ア
リ
マ
セ
ン
、
一
曲
ノ
所
用
時

間
ハ
僅
カ
ニ
三
分
位
デ
ア
リ
マ
シ
テ
」
と
述
べ
て
い
る
傍
線
部
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
、〈
榊
舞
〉〈
鈴
舞
〉〈
扇
舞
〉
の
い
ず
れ
も
三
分
程
度

の
短
い
舞
で
、
見
る
者
も
演
じ
る
者
も
、
そ
れ
ほ
ど
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
す
こ
と
な
く
享
受
で
き
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

多
く
の
場
合
、
巫
女
神
楽
を
舞
う
の
は
神
社
所
属
の
巫
女
だ
が
、
す
で
に
示
し
た
通
り
、
朝
鮮
神
宮
鎮
座
十
周
年
記
念
祭
で
舞
を
舞
っ
た
八

人
の
舞
手
は
、
こ
の
祭
典
の
た
め
に
特
別
に
選
ば
れ
て
練
習
を
し
た
京
城
府
内
の
小
学
生
た
ち
だ
っ
た
（
う
ち
四
人
は
朝
鮮
人
）。
総
じ
て
、

こ
の
八
人
の
舞
手
た
ち
は
、
日
頃
か
ら
雅
楽
に
親
し
み
、
専
門
的
で
高
度
な
技
術
を
持
っ
た
芸
能
者
と
い
う
よ
り
は
、
十
周
年
記
念
祭
と
い

う
臨
時
祭
典
の
た
め
に
特
訓
を
し
て
舞
を
修
得
し
た
、一
般
の
若
い
女
性
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
強
調
し
た
い
こ
と
は
、〈
榊
舞
〉〈
鈴
舞
〉〈
扇
舞
〉

は
、
雅
楽
の
専
門
家
で
な
い
こ
の
よ
う
な
一
般
の
女
性
た
ち
で
も
舞
う
こ
と
が
で
き
る
、
短
く
平
易
な
舞
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ

は
〈
浦
安
の
舞
〉
に
も
当
て
は
ま
る
。
現
在
、〈
浦
安
の
舞
〉
は
全
国
の
神
社
の
祭
礼
で
も
っ
と
も
よ
く
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
巫
女
神

楽
で
あ
る
。
舞
手
は
、
神
社
の
巫
女
（
若
い
女
性
）
の
場
合
が
多
い
が
、
地
方
な
ど
で
は
地
域
の
氏
子
の
小
中
学
生
の
女
子
児
童
・
生
徒
の

こ
と
も
多
い
。
雅
楽
の
心
得
が
あ
る
人
で
あ
れ
ば
な
お
容
易
に
修
得
で
き
る
が
、
基
本
的
に
特
別
な
才
能
や
長
期
の
修
練
無
し
に
修
得
す
る

事
を
前
提
に
、
創
作
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

一
般
向
け
で
あ
る
と
い
う
特
質
は
、
教
授
法
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
忠
朝
が
こ
れ
ら
の
新
作
巫
女
神
楽
に
用
い
た
楽
譜
は
、
基
本
的

に
雅
楽
で
用
い
る
墨
譜
と
笛
、
篳
篥
、
箏
な
ど
の
記
譜
法
で
あ
る
。
従
っ
て
、
雅
楽
の
素
養
の
無
い
人
の
た
め
に
記
譜
法
の
解
説
を
す
る
必

要
が
あ
る
。『
祭
祀
楽
神
楽
歌
曲
集
』
で
は
、
す
で
に
引
用
し
た
「
曲
譜
解
説
」
の
文
章
に
つ
づ
い
て
、
簡
単
な
雅
楽
の
楽
器
と
記
譜
法
の

解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
本
稿
で
は
省
略
）。『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
の
〈
浦
安
の
舞
〉
の
楽
譜
に
は
、
こ
の
よ
う
な
、
雅
楽
そ

の
も
の
に
関
す
る
初
心
者
向
け
の
音
楽
解
説
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、
前
掲
の
五
線
譜
で
あ
る
。
忠
朝
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が
こ
の
五
線
譜
を
掲
載
し
た
理
由
は
、
二
通
り
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
雅
楽
の
素
養
は
無
い
が
五
線
譜
を
読
め
る
人
の
た
め
に
掲
載
し
た

と
い
う
理
由
、
も
う
一
つ
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
雅
楽
の
管
楽
器
の
指
孔
記
号
は
一
つ
の
音
高
だ
け
に
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
歌
の
旋
律
の
音
高
を
五
線
譜
に
よ
っ
て
よ
り
正
確
に
表
示
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
五
線
譜
は
学
校
で
の
音
楽
教
育

が
始
ま
っ
た
明
治
期
か
ら
教
科
書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
記
譜
法
（
た
と
え
ば
、『
小
学
唱
歌
集
』
初
編
、
一
八
八
一
）
な
の
で
、
原
則
と
し

て
誰
で
も
読
め
る
楽
譜
と
言
え
よ
う
。
少
な
く
と
も
、
雅
楽
譜
よ
り
は
汎
用
性
が
高
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

舞
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
伝
統
的
な
舞
楽
や
人
長
舞
の
楽
譜
は
、「
披
」「
伏
」「
合
」「
廻
」「
突
」「
立
」「
寄
」「
腰
に
付
け
る
」「
落
居
」

な
ど
の
基
本
形
と
、
そ
れ
ら
を
複
合
し
た
「
合
肘
」「
伏
肘
」
な
ど
、「
型
」
の
名
称
を
書
き
連
ね
た
も
の
で
あ
る
。
動
き
の
細
か
い
タ
イ
ミ

ン
グ
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
宮
内
庁
の
楽
師
の
人
々
も
、
升
目
や
記
号
、
人
形
図
の
よ
う
な
も
の
を
案
出
し
、
旋
律
や
拍

子
と
の
関
係
が
よ
り
明
瞭
に
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
舞
譜
を
個
人
で
開
発
、
保
存
し
て
い
る
。『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
の
〈
浦
安
の
舞
〉

の
舞
譜
も
、基
本
的
に
型
の
名
称
を
用
い
る「
こ
と
ば
に
よ
る
説
明
」を
中
心
と
し
て
い
る
が
、文
字
説
明
が
細
か
い
、◎
◯
●
×
で
拍
を
示
す
、

イ
ラ
ス
ト
、
写
真
、
図
を
活
用
す
る
な
ど
は
伝
統
的
舞
譜
よ
り
大
幅
に
「
親
切
」
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
実
際
に
は
こ
れ
で

も
足
り
な
い
の
で
、
各
現
場
で
独
自
の
舞
譜
を
工
夫
し
て
作
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
こ
れ
ら
の
舞
譜
は
、
ま
っ
た
く
知
識
の
無
い
人
が
そ
こ

か
ら
動
き
を
復
元
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
舞
を
修
得
し
た
人
の
備
忘
録
の
性
質
が
強
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
不
充
分
さ

は
あ
る
も
の
の
、
総
じ
て
、
伝
統
的
な
雅
楽
の
舞
譜
に
比
べ
、
一
般
の
人
へ
の
わ
か
り
や
す
さ
を
意
識
し
て
工
夫
さ
れ
て
い
る
、
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

お
わ
り
に
か
え
て

　

こ
こ
ま
で
、多
忠
朝
が
一
九
四
五
年
以
前
の
い
わ
ゆ
る「
近
代
」の
時
期
に
神
社
祭
祀
の
た
め
に
創
作
し
た〈
八
雲
舞
〉〈
鈴
舞
〉〈
浦
安
の
舞
〉
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の
音
楽
的
特
徴
を
分
析
し
た
。
こ
れ
ら
に
通
底
す
る
特
徴
は
、
雅
楽
の
御
神
楽
歌
、
催
馬
楽
、
朗
詠
な
ど
の
節
回
し
や
声
の
技
法
に
基
づ
い

て
い
る
こ
と
、
神
楽
笛
、
篳
篥
、
和
琴
ま
た
は
箏
な
ど
雅
楽
器
の
伴
奏
を
つ
け
て
い
る
こ
と
、
舞
の
振
り
付
け
は
舞
楽
や
御
神
楽
人
長
舞
の

動
き
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
箏
の
「
連
」
と
呼
ば
れ
る
技
法
を
多
用
す
る
こ
と
、
舞
の
始
ま
り
と
終
わ
り

に
神
に
向
か
っ
て
拝
礼
す
る
仕
草
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
座
位
の
ま
ま
手
・
腕
だ
け
動
か
す
振
り
付
け
が
あ
る
こ
と
、
鈴
、
扇
な
ど
の
採

物
を
活
用
す
る
こ
と
、
ま
た
、
一
曲
が
三
分
程
度
と
短
い
こ
と
も
、
伝
統
的
な
雅
楽
と
異
な
る
特
徴
で
あ
る
。

　

戦
後
の
神
社
音
楽
の
創
作
は
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
忠
朝
の
よ
う
に
熱
心
に
神
社
音
楽
の

必
要
性
を
言
説
で
説
き
、
自
ら
創
作
活
動
を
行
っ
た
楽
師
は
管
見
に
よ
れ
ば
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
し
、
神
社
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
創
作

を
行
っ
た
宮
内
庁
の
楽
師
は
何
人
か
い
る
。
彼
ら
は
い
わ
ば
、
忠
朝
の
次
世
代
、
次
々
世
代
の
神
楽
創
作
者
と
し
て
、
雅
楽
に
基
づ
く
新
し

い
巫
女
神
楽
を
創
作
し
た
。

　

戦
後
、一
九
五
〇
年
に
神
社
本
庁
が
東
京
の
小
野
雅
楽
会
に
創
作
を
依
頼
し
、以
来
、全
国
の
神
社
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
〈
朝
日
舞
〉
と
〈
豊

栄
舞
〉
も
そ
う
し
た
創
作
巫
女
神
楽
（
神
職
舞
）
の
一
つ
で
あ
る

五
三

。
実
際
に
は
小
野
雅
楽
会
と
関
わ
り
が
深
い
宮
内
庁
の
楽
師
・
東
儀
和

太
郎
（
一
九
一
〇
〜
一
九
九
三
）
が
中
心
と
な
っ
て
創
作
し
た
。
東
儀
和
太
郎
は
安
倍
姓
東
儀
家
の
楽
人
で
、
宮
内
庁
楽
部
の
楽
長
を
務
め

た
ほ
か
、楽
部
の
外
で
の
活
躍
も
多
い
。
東
京
藝
術
大
学
、国
立
音
楽
大
学
、ア
メ
リ
カ
の
ウ
ェ
ス
リ
ア
ン
大
学
で
雅
楽
の
実
技
を
教
え
、『
日

本
の
古
典
芸
能　

２　

雅
楽
』（
芸
能
史
研
究
会
編
、
一
九
七
〇
）
で
雅
楽
の
解
説
を
行
い
、
国
立
劇
場
の
廃
絶
曲
復
曲
に
も
参
加
し
た

五
四

。

　
〈
朝
日
舞
〉
は
男
性
神
職
に
よ
っ
て
舞
わ
れ
る
舞
で
、
基
本
的
に
御
神
楽
人
長
舞
の
型
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
。
音
楽
は#F-A-B 

、

B-D
-E

（
上
行
）、E-#C-B

（
下
行
）
な
ど
の
音
か
ら
な
る
、
す
な
わ
ち
半
音
を
含
ま
な
い
音
階
か
ら
成
っ
て
い
る
。
一
方
、〈
豊
栄
舞
〉
は

巫
女
神
楽
で
、
そ
の
音
楽
は
箏
曲
や
民
謡
で
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
「
越
殿
楽
今
様
」
の
旋
律
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
半
音

を
含
ま
な
い
音
階
か
ら
成
っ
て
い
る
。
伴
奏
は
雅
楽
の
笛
、
篳
篥
、
箏
な
ど
を
用
い
、
基
本
的
に
伝
統
的
な
雅
楽
の
歌
も
の
と
同
様
の
ヘ
テ
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ロ
フ
ォ
ニ
ー
に
編
曲
し
て
あ
る
が
、
部
分
的
に
歌
の
旋
律
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
笛
と
篳
篥
同
士
の
旋
律
関
係
に
お
い
て
完
全
四
度
、
も
し

く
は
五
度
の
音
程
を
意
識
的
に
作
る
よ
う
に
編
曲
さ
れ
て
い
る
点
が
、
や
や
新
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
前
半
の
歌
と
後
半
の
歌
の
間
に
楽
器

だ
け
の
間
奏
部
分
が
あ
る
の
も
新
し
い
。
舞
の
振
付
け
で
は
、
巫
女
が
時
計
廻
り
に
位
置
を
変
え
る
振
付
け
が
見
ら
れ
る
。

　

一
方
、
特
定
の
神
社
が
創
作
を
依
頼
す
る
、
神
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
巫
女
神
楽
も
、
意
外
に
最
近
ま
で
創
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
愛
知

県
の
真
清
田
神
社
〈
豊
桃
舞
〉
と
熱
田
神
宮
の
〈
み
つ
る
ぎ
〉
は
、
両
方
と
も
宮
内
庁
楽
部
の
楽
師
だ
っ
た
東
儀
文
隆
（
一
九
二
七
〜

二
〇
〇
〇
）
が
作
曲
、
薗
廣
晴
（
一
九
二
八
〜
二
〇
〇
四
）
が
作
舞
し
た
。〈
豊
桃
舞
〉
は
、
一
九
七
二
年
、
同
社
の
鎮
座
二
六
〇
〇
年
記

念
に
創
作
さ
れ
た

五
五

。
四
月
二
九
日
「
舞
楽
神
事
」
な
ど
で
演
じ
ら
れ
る
。
ま
た
〈
み
つ
る
ぎ
〉
は
、
熱
田
神
宮
の
雅
楽
団
体
「
桐
竹
会
」

の
創
立
五
〇
周
年
記
念
に
創
作
さ
れ

五
六

、
熱
田
講
社
大
祭
な
ど
で
演
じ
ら
れ
る
。〈
豊
桃
舞
〉〈
み
つ
る
ぎ
〉
と
も
拍
節
が
あ
り
、E -F-A

な
ど
半
音
を
含
む
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
を
中
心
と
し
た
音
階
か
ら
成
り
、
時
た
ま
ユ
リ
の
箇
所
でF#

が
現
れ
る
な
ど
の
、
催
馬
楽
に
似
た
印
象

の
作
曲
に
な
っ
て
い
る
。
伴
奏
は
笛
、
篳
篥
、
和
琴
ま
た
は
箏
、
笏
拍
子
で
あ
る

五
七

。
振
付
け
は
、
最
初
と
最
後
に
拝
礼
す
る
仕
草
が
あ
る
、

後
半
で
反
時
計
廻
り
に
位
置
を
変
え
て
い
く
な
ど
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
多
忠
朝
が
創
作
し
た
巫
女
神
楽
の
特
徴
で
も
あ

る
。

　

か
く
し
て
、
東
儀
文
隆
・
薗
廣
晴
の
作
品
の
よ
う
に
、
忠
朝
の
様
式
に
比
較
的
近
い
も
の
、
東
儀
和
太
郎
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
大
胆
に
工

夫
を
し
た
も
の
な
ど
、
創
作
巫
女
神
楽
の
様
式
に
は
多
少
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
る
。
し
か
し
、
近
代
に
多
忠
朝
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
、
雅

楽
を
基
調
と
し
た
巫
女
神
楽
を
創
作
あ
る
い
は
、
実
践
す
る
と
い
う
「
伝
統
」
は
、
確
か
に
、
現
在
ま
で
、
継
承
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
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浦
安
の
舞
五
十
年
』
東
京
、
神
社
音
楽
協
会
。

│
│　

一
九
九
七
『
神
前
神
楽
』（CD

）
東
京
、
ポ
リ
グ
ラ
ム
、D

CI-17075. 

神
社
本
庁　

一
九
五
〇
『
神
社
音
楽
集　

第
一
輯
』（
ガ
リ
版
印
刷
）
東
京
、
神
社
本
庁
。

鈴
木
耕
太
郎　

二
〇
一
〇
「
ス
サ
ノ
ヲ
と
祇
園
社
祭
神

−

『
備
後
国
風
土
記
』
逸
文
に
端
を
発
し
て
」『
論
究
日
本
文
学
』
九
二
、五
五
〜

七
二
。

武
石
み
ど
り　

二
〇
〇
七
『
音
楽
教
育
の
礎

−

鈴
木
米
次
郎
と
東
洋
音
楽
学
校
』
東
京
、
春
秋
社
。

塚
原
康
子　

二
○
○
九
『
明
治
国
家
と
雅
楽

−

伝
統
の
近
代
化
／
国
楽
の
創
成
』
東
京
、
有
志
舎
。

筒
石
賢
昭　

二
〇
〇
三
「
山
田
源
一
郎
研
究
（
Ⅰ
）

−

そ
の
生
涯
と
教
育
的
業
績
」『
東
京
学
芸
大
学
紀
要
第
五
部
門　

芸
術
・
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
学
』
五
五
、五
五
〜
七
五
頁
。



五
〇

神戸大学 大学院国際文化学研究科『国際文化学研究』58号 (2022)

寺
内
直
子　

二
〇
一
〇
『
雅
楽
の
〈
近
代
〉
と
〈
現
代
〉

−

継
承
・
普
及
・
創
造
の
軌
跡
』
東
京
、
岩
波
書
店
。

│
│　

二
○
一
六
「「
治
乱
太
平
」
の
響
き

−

紀
元
二
千
六
百
年
新
作
舞
楽
〈
悠
久
〉
と
〈
昭
和
楽
〉」『
東
洋
音
楽
研
究
』
八
一
、一
〜
二
四
頁
。

│
│　

二
〇
一
九
「
津
島
神
社
「
太
々
講
神
楽
」
の
歴
史
的
変
遷

−

芸
能
の
「
地
域
性
」
と
「
中
央
化
」」『
国
際
文
化
学
研
究
』
五
三
、一

〜
三
六
頁
。

東
儀
和
太
郎
監
修　

一
九
八
四
『
龍
笛
譜
』
東
京
、
小
野
雅
楽
会
発
行
。

内
藤
正
参
（
東
甫
）
著
、赤
林
信
定
編
、一
七
八
九
『
張
州
雑
志
』（
影
印
本　

一
九
七
五
〜
七
六
、愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
刊
、活
字
本
『
張

州
雑
志
抄
』（「
津
島
叢
書　

第
一
」
一
九
三
二
、
津
島
神
社
刊
）。

武
藤
優　

二
〇
一
九
「「
朝
鮮
雅
楽
」
の
公
開
演
奏

−
朝
鮮
神
宮
例
祭
に
お
け
る
奉
納
の
事
例
を
中
心
に
」『
韓
国
朝
鮮
の
文
化
と
社
会
』

一
八
、一
三
二
〜
一
七
〇
頁
。

山
本
華
子　

二
〇
二
〇
「
植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る
朝
鮮
神
宮
で
奏
で
ら
れ
た
音
楽

−

序
説
と
し
て
」『
洗
足
論
叢
』
四
八
、一
五
〜
二
五
頁
。

吉
田
貞
治　

一
九
三
七
「
朝
鮮
神
宮
の
年
中
祭
祀
」『
朝
鮮
』
第
二
六
九
号
、
二
七
〜
四
六
頁
。

이
지
선 （
イ
・
チ
ソ
ン
）　

二
〇
一
九
「
조
선
신
궁 

진
좌
제
（
鎮
座
祭
）
와 

악
부
： 

조
선
총
독
부 

통
치
이
겸
의 

선
전　
（
朝
鮮
神
宮
鎮
座
祭

と
楽
舞
：
朝
鮮
総
督
府
統
治
理
念
の
宣
伝
）」　
『
국
악
원
논
문
집
』
제
39
집
、
三
三
九

−

三
六
七
頁
。

│
│　

二
〇
二
一
「
조
선
신
궁
예
제
와
조
선
아
악
（
朝
鮮
神
宮
例
祭
と
朝
鮮
雅
楽
）　
『
국
악
원
논
문
집
』
제
44
집
、 

二
四
五
〜
二
九
〇
頁
。

이
수
정
（
イ
・
ス
ジ
ョ
ン
）　

二
〇
一
九
「
조
선
신
궁 

예
제
와 

이
왕
직
아
악
부
（
朝
鮮
神
宮
例
祭
と
李
王
職
雅
楽
部
）」『
이
화
음
악
논
집
』

제
23-

1
호　
（
이
와
여
자
대
학
교 

음
악
영
구
소
）、
七
九
〜
一
〇
六
頁
。



五
一

神戸大学 大学院国際文化学研究科『国際文化学研究』58号 (2022)

一	

塚
原
康
子
『
明
治
国
家
と
雅
楽

−

伝
統
の
近
代
化
／
国
楽
の
創
成
』（
二
○
○
九
）、
付
表
一
二
頁
、
お
よ
び
神
社
音
楽
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
多
忠
朝

（
お
お
の 

た
だ
と
も
）
に
つ
い
て
」
よ
り
。http://w

w
w.jinjaongaku.or.jp/jp/shintom

usic/tadatom
o.htm

l
二	
神
社
音
楽
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
協
会
に
つ
い
て
」http://w

w
w.jinjaongaku.or.jp/jp/about/index.htm

l

三	

〈
浦
安
の
舞
〉
は
今
日
も
な
お
、
全
国
の
神
社
で
奉
奏
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
〈
悠
久
〉
は
勇
壮
な
武
人
の
舞
で
あ
っ
た
も
の
を
巫
女
神
楽
〈
悠
久
の
舞
〉

に
改
編
し
て
、
こ
ち
ら
も
全
国
の
神
社
で
今
日
演
じ
ら
れ
て
い
る
（
詳
し
く
は
、
寺
内 

二
〇
一
○
、
二
○
一
六
参
照
）。

四	

国
会
図
書
館
「
歴
史
的
音
源
（
れ
き
お
ん
）」https://rekion.dl.ndl.go.jp/

五	

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
（
た
だ
し
国
立
国
会
図
書
館
内
／
図
書
館
送
信
館
内
限
定
公
開
）

六	
CD

『
神
前
神
楽
』の
解
説
で
は
、昭
和
三（
一
九
二
八
）年
の
大
嘗
祭
の
悠
紀
主
基
の
風
俗
の
作
曲
作
舞
、五
節
舞
の
復
興
に
忠
朝
が
尽
力
し
た
と
あ
る（
神

社
音
楽
協
会　

一
九
九
七
）。

七	
CD

『
神
前
神
楽
』
の
解
説
で
は
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
佐
賀
の
祐
徳
稲
荷
神
社
の
正
遷
宮
式
が
行
わ
れ
た
時
、
昭
和
天
皇
大
嘗
祭
（
昭
和
三

=

一
九
二
八
年
）
で
、主
基
の
国
で
あ
っ
た
福
岡
で
奉
奏
さ
れ
た
「
八
乙
女
舞
」
と
「
御
田
植
の
舞
」
を
も
と
に
、作
曲
作
舞
さ
れ
た
も
の
と
い
う
（
神

社
音
楽
協
会　

一
九
九
七
）。
ち
な
み
に
、昭
和
三
年
に
福
岡
で
奉
奏
さ
れ
た
「
倭
舞
」「
八
乙
女
舞
」
の
映
像
の
一
部
が
福
岡
県
立
図
書
館
の
映
画
フ
ィ

ル
ム
「
大
嘗
祭
悠
紀
主
基
斎
田
」
で
見
ら
れ
る
。http://w

w
w.lib.pref.fukuoka.jp/hp/gallery/sukisaiden/

八	

日
本
録
音
通
信
社
発
行
のSP

レ
コ
ー
ド
が
現
存
。
ラ
ベ
ル
に
「
神
楽
歌　

朝
礼
歌　

謹
作
曲　

吹
込
指
揮　

宮
内
省
楽
部
楽
長　

多
忠
朝
」
と
あ
る
。

九	

日
本
録
音
通
信
社
発
行
のSP

レ
コ
ー
ド
が
現
存
。
ラ
ベ
ル
に
「
宮
内
省
楽
部
楽
長　

多
忠
朝
作
曲　

鶏
鳴
楽　

神
社
音
楽
協
会
奉
仕
」
と
あ
る
。『
神

社
音
楽
集　

第
一
輯
』
所
載
の
「
簡
易
な
る
祭
祀
楽
」
の
〈
鶏
鳴
の
曲
〉（
神
社
本
庁　

一
九
五
〇
、一
八
〜
一
九
頁
）
と
同
曲
か
。

一
〇	

巫
女
神
楽
で
は
な
く
献
饌
用
の
器
楽
。
作
者
名
記
載
が
無
い
が
『
神
社
音
楽
集　

第
一
輯
』
の
〈
鶏
鳴
の
曲
〉
の
前
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
（
神
社
本
庁　

一
九
五
〇
、一
七
〜
一
九
頁
）、
忠
朝
の
作
か
。



五
二

神戸大学 大学院国際文化学研究科『国際文化学研究』58号 (2022)

一
一	

作
者
名
記
載
が
無
い
が
『
神
社
音
楽
集　

第
一
輯
』
の
〈
鶏
鳴
の
曲
〉
の
後
ろ
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
（
神
社
本
庁　

一
九
五
〇
、二
〇
〜
二
一
頁
）、
作

者
名
の
明
記
は
無
い
が
忠
朝
の
作
か
。

一
二	

CD

『
神
前
神
楽
』
の
解
説
で
は
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
に
作
曲
作
舞
さ
れ
た
。
男
舞
と
女
舞
と
二
通
り
で
舞
う
こ
と
が
で
き
、
男
舞
の
時
は

前
半
は
笹
、
後
半
は
剣
を
持
ち
、
女
舞
の
時
は
、
前
半
は
榊
、
後
半
は
鈴
を
持
っ
て
舞
う
と
あ
る
（
神
社
音
楽
協
会　

一
九
九
七
）。

一
三	

『
神
社
音
楽
集　

第
一
輯
』
の
〈
鈴
舞
〉
と
〈
浦
安
の
舞
〉
の
間
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
作
者
名
の
明
記
は
無
い
が
忠
朝
の
作
か
。
所
載
の
歌
詞
は
鎌

倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
用
の
も
の
と
の
記
載
あ
り
（
神
社
本
庁　

一
九
五
〇
、二
三
〜
二
五
頁
）。

一
四	

CD

『
神
前
神
楽
』
の
解
説
で
は
、
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
、
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
の
た
め
に
新
作
さ
れ
た
歌
謡
。
歌
詞
は
当
時
の
宮
司
・
庭
田

司
に
よ
る
（
神
社
音
楽
協
会　

一
九
九
七
）。

一
五	

宮
中
の
倭
舞
、
春
日
大
社
の
倭
舞
と
は
異
な
る
も
の
。『
神
社
音
楽
集　

第
一
輯
』
で
は
、
多
忠
朝
が
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
の
た
め
に
新
作
し
た
も
の

と
あ
る
（
神
社
本
庁　

一
九
五
〇
、三
一
〜
三
三
頁
）。

一
六	

『
神
社
音
楽
集　

第
一
輯
』
で
は
、
歌
詞
は
庭
田
司
、
作
曲
は
多
忠
朝
と
す
る
（
神
社
本
庁　

一
九
五
〇
、三
三
〜
三
四
頁
）。

一
七	

〈
楽
蹲
〉〈
胡
蝶
〉〈
岩
屋
戸
神
楽
〉〈
朝
鮮
神
宮
奉
讃
唱
歌
〉
の
四
曲
は
、
国
会
図
書
館
「
歴
史
的
音
源
（
れ
き
お
ん
）」
で
試
聴
可
能
（
た
だ
し
国
会

図
書
館
内
／
図
書
館
送
信
館
内
限
定
公
開
）。

一
八	

山
田
源
一
郎
が
創
立
し
た
神
田
錦
町
に
あ
っ
た
女
子
音
楽
学
校
と
は
別
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
一
一
月
一
八
日
の
東
京
日
日
新
聞

（
七
面
）
の
記
事
に
は
女
子
音
楽
園
開
設
の
記
事
が
あ
る
。「
音
楽
園
演
奏
会　

松
山
鎰
子
刀
自
の
創
立
せ
る
女
子
音
楽
園
は
明
十
九
日
午
後
一
時
よ
り

開
園
式
を
兼
て
講
演
及
び
演
奏
会
を
開
き
帝
国
教
育
会
長
辻
新
次
氏
の
祝
辞
、
坪
井
理
学
博
士
下
田
歌
子
女
史
の
講
演
あ
り
て
会
員
の
演
奏
に
移
り
午

後
四
時
卅
分
頃
閉
会
の
予
定
な
り
と
」。
女
子
音
楽
園
に
つ
い
て
は
武
石　

二
〇
〇
七
、
筒
石　

二
〇
〇
三
な
ど
に
言
及
あ
り
。

一
九	

い
わ
ゆ
る
神
社
の
巫
女
さ
ん
（
若
い
女
性
）
が
演
舞
し
て
い
る
場
合
と
、地
域
の
氏
子
の
小
学
生
く
ら
い
の
少
女
た
ち
が
演
舞
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。



五
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二
〇	

津
島
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
由
緒
」http://tsushim

ajinja.or.jp/story.htm
l

。
牛
頭
天
王
と
須
佐
之
男
命
の
習
合
に
つ
い
て
は
鈴
木 

二
〇
一
〇
、
川

村　

二
〇
〇
七
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

二
一	
津
島
神
社
の
太
々
神
楽
に
つ
い
て
は
尾
張
藩
の
地
誌
『
張
州
雑
誌
』
巻
七
三
（
内
藤 

一
七
八
九
）
に
詳
し
い
。
拙
稿
で
も
解
説
し
た
（
寺
内 

二
〇
一
九
）。

二
二	

「
官
報
」
第
四
二
五
一
号
掲
載
の
内
務
省
令
第
五
二
号
に
「
大
正
十
五
十
一
月
一
日
国
幣
小
社
津
島
神
社
ニ
列
格
報
告
ノ
為
勅
使
参
向
ニ
付
当
日
行
フ

臨
時
奉
幤
ノ
祭
式
及
祝
詞
左
ノ
通
定
ム
」
と
あ
る
。

二
三	

津
島
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
祭
典
」
の
「
大
々
講
神
楽
」http://tsushim

ajinja.or.jp/saiten.htm
l

二
四	

〈
八
雲
舞
〉
と
御
神
楽
〈
其
駒
〉
の
歌
、
舞
、
伴
奏
と
、
献
饌
・
撤
饌
時
の
唐
楽
の
奏
楽
は
す
べ
て
、
神
社
を
本
拠
と
し
て
月
二
回
練
習
し
て
い
る
八
雲

会
が
行
っ
て
い
る
。
会
は
津
島
神
社
の
神
職
と
津
島
在
住
の
一
般
人
か
ら
成
っ
て
い
る
。
現
・
八
雲
会
会
長
、
伊
藤
繁
氏
に
よ
れ
ば
、〈
八
雲
舞
〉
に
は

和
琴
の
伴
奏
譜
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
（
二
○
一
九
年
四
月
二
〇
日
、
メ
ー
ル
コ
ン
タ
ク
ト
）、
実
際
に
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

二
五	

二
句
目
以
降
は
、
本
来
は
付
け
歌
が
加
わ
っ
て
斉
唱
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
筆
者
が
実
見
し
た
演
唱
で
は
、
歌
の
担
当
者
は
一
人
で
あ
っ
た
。

二
六	

民
族
音
楽
学
者
の
小
泉
文
夫
（
一
九
二
七
〜
一
九
八
三
）
が
わ
ら
べ
う
た
や
民
謡
の
音
階
分
析
に
用
い
た
概
念
。
完
全
四
度
を
枠
と
し
て
、
そ
の
中
間

に
あ
る
音
の
位
置
に
よ
っ
て
、
律
（
た
と
え
ばC-D

-F

）、
都
節
（C-♭

D
-F

）、
民
謡
（C-♭

E-F

）、
琉
球
（C-E-F

）
の
四
種
類
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
に

分
類
す
る
。

二
七	

朗
詠
〈
嘉
辰
〉
な
ど
もD

-♭
E-G

-A

とD
-E-G

-A

が
混
在
し
て
い
る
。

二
八	

二
〇
一
九
年
の
太
々
講
神
楽
の
演
唱
か
ら
採
譜
。

二
九	

「
突
く
」
は
片
足
の
腿
が
平
行
に
な
る
ま
で
足
を
上
げ
て
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
下
し
、
床
に
着
地
さ
せ
る
動
作
。

三
〇	

た
と
え
ば
、
後
ろ
に
引
い
た
片
足
に
体
重
を
か
け
、
体
の
芯
を
斜
め
後
ろ
に
倒
し
た
姿
勢
。
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三
一	

CD

『
神
前
神
楽
』
の
解
説
で
は
、〈
榊
舞
〉〈
扇
舞
〉〈
鈴
舞
〉
は
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
「
三
曲
共
に
作
曲
作
舞
な
さ
れ
た
も
の
」
と
し
て
い
る
（
神

社
音
楽
協
会　

一
九
九
七
）。

三
二	
現
在
、
安
重
根
義
士
記
念
館
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
教
育
庁
南
山
図
書
館
が
あ
る
あ
た
り
。

三
三	
明
治
二
〇
年
代
に
、
日
本
人
居
留
民
の
有
志
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
神
社
を
母
体
と
し
、
一
九
一
六
年
に
「
京
城
神
社
」
と
命
名
さ
れ
、
一
九
三
六
年

に
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
た
。

三
四	

一
九
三
〇
年
の
朝
鮮
神
宮
の
職
員
名
簿
に
は
、
楽
師
と
し
て
中
島
重
馬
が
、
伶
人
と
し
て
椿
富
次
郞
、
百
崎
義
直
、
吉
川
平
吉
、
松
浦
音
治
が
見
え
る

と
い
う
（
イ
・
チ
ソ
ン　

二
〇
一
九
：
三
四
八
）。

三
五	

舞
女
に
は
京
城
府
内
の
小
学
校
の
女
生
徒
か
ら
成
績
優
秀
な
者
、
八
人
が
選
ば
れ
た
。
う
ち
四
人
が
日
本
人
、
四
人
は
朝
鮮
人
だ
っ
た
（
イ
・
チ
ソ
ン　

二
〇
二
一
、二
五
六
）。

三
六	

〈
朝
鮮
神
宮
奉
讃
唱
歌
〉
は
国
会
図
書
館
「
れ
き
お
ん
」
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

三
七	

イ
・
チ
ソ
ン
は
ラ
ジ
オ
放
送
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
、
巫
女
神
楽
の
舞
人
が
、
四
名
は
日
本
人
（
中
西
都
美
子
、
雨
谷
照
代
、
大
和
田
京
子
、
橋
口
寬
子
）

で
、
四
名
は
朝
鮮
人(

鄭
淳
華
、
鄭
一
雨
、
金
琴
繡
、
韓
章
洙)

だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
イ
・
チ
ソ
ン　

二
〇
一
九
：
三
五
八
）。

三
八	

推
薦
文
か
ら
は
、
当
時
『
祭
祀
楽
神
楽
歌
曲
集
』
と
別
に
、
忠
朝
が
『
雅
楽
入
門
』
な
る
レ
コ
ー
ド
付
き
解
説
書
も
出
版
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

こ
の
レ
コ
ー
ド
と
解
説
書
の
探
査
は
後
日
に
期
し
た
い
。

三
九	

『
祭
祀
楽
神
楽
歌
曲
集
』
で
は
連
は
全
部
で
一
一
箇
所
に
出
て
く
る
が
、CD

『
神
前
神
楽
』
で
は
こ
の
譜
二
の
通
り
七
箇
所
に
減
っ
て
い
る
。

四
〇	

『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』中
の「
神
宮
並
官
國
幣
社
以
下
神
社
ニ
於
ケ
ル
臨
時
祭
典
」か
ら
、紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
の
当
日
、実
際
に〈
浦
安
の
舞
〉

を
奉
奏
し
た
神
社
が
わ
か
る
。
外
地
で
は
、
樺
太
神
社
、
台
湾
神
社
、
朝
鮮
神
宮
、
南
洋
神
社
、
台
南
神
社
、
京
城
神
社
、
竜
頭
山
神
社
、
平
壌
神
社

で
〈
浦
安
の
舞
〉
が
奉
奏
さ
れ
た
（
寺
内　

二
〇
一
〇
：
一
一
五
、二
六
八
）。
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四
一	

第
十
一
輯
「
奉
祝
記
念
事
業
」、第
二
編
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
施
行
ノ
事
業
」、第
八
章
「
其
ノ
他
ノ
事
業
」、第
一
節
「「
浦
安
の
舞
」
ノ
制
定
」。

国
立
公
文
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
公
開
。

四
二	
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
に
首
相
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
財
団
法
人
。

四
三	

『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
第
十
一
輯
「
奉
祝
記
念
事
業
」、
第
二
編
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
施
行
ノ
事
業
」、
第
八
章
「
其
ノ
他
ノ
事

業
」、
第
一
節
「「
浦
安
の
舞
」
ノ
制
定
」
の
註
一
。
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
閲
覧
可
能
。https://w

w
w.digital.archives.go.jp/

im
g/2674205

四
四	

『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
第
十
一
輯
「
奉
祝
記
念
事
業
」、
第
二
編
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
施
行
ノ
事
業
」、
第
八
章
「
其
ノ
他
ノ
事
業
」、

第
一
節
「「
浦
安
の
舞
」
ノ
制
定
」
第
二
項
「
奉
奏
普
及
」。
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
閲
覧
可
能
。https://w

w
w.digital.archives.

go.jp/im
g/2674205

四
五	

『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
第
十
一
輯
「
奉
祝
記
念
事
業
」、
第
二
編
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
施
行
ノ
事
業
」、
第
八
章
「
其
ノ
他
ノ
事
業
」、

第
一
節
「「
浦
安
の
舞
」
ノ
制
定
」
六
一
八
頁
の
次
の
頁
に
掲
載
（
原
文
頁
ノ
ン
ブ
ル
な
し
）。
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
閲
覧
可
能
。	

https://w
w

w.digital.archives.go.jp/im
g/2674205

四
六	

『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
第
十
一
輯
「
奉
祝
記
念
事
業
」、
第
二
編
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
施
行
ノ
事
業
」、
第
八
章
「
其
ノ
他
ノ
事

業
」、
第
一
節
「「
浦
安
の
舞
」
ノ
制
定
」
六
一
九
頁
の
前
の
頁
（
原
文
頁
ノ
ン
ブ
ル
な
し
）。
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
閲
覧
可
能
。

https://w
w

w.digital.archives.go.jp/im
g/2674205

四
七	

壱
越
、
平
調
な
ど
は
雅
楽
の
伝
統
的
な
音
高
名
で
、
絶
対
音
高
を
表
し
壱
越
は
洋
楽
の
D
、
平
調
は
E
、
黄
鐘
は
A
に
近
い
音
高
と
説
明
さ
れ
る
。
た

だ
し
、
現
在
の
洋
楽
のA

＝442

ヘ
ル
ツ
に
比
し
て
、
雅
楽
の
A
＝
黄
鐘
はA=430
程
度
で
、
か
な
り
低
く
聞
こ
え
る
。
こ
こ
で
は
採
譜
者
が
西
洋

の
基
準
で
実
音
に
な
る
べ
く
近
い
#C
を
壱
越
と
し
て
選
択
し
採
譜
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、五
線
譜
原
文
の
上
か
ら
六
行
目
、「
と
」と「
に
」
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の
間
に
「
く
」
の
文
字
が
脱
落
し
て
い
る
の
で
丸
カ
ッ
コ
に
入
れ
て
補
っ
た
。

四
八	

「
コ
ン
ジ
ャ
ン
ク
ト
」「
デ
ィ
ス
ジ
ャ
ン
ク
ト
」
を
こ
の
よ
う
に
定
義
し
た
の
も
小
泉
文
夫
（
小
泉　

一
九
五
八
）。

四
九	
こ
の
変
化
が
い
つ
生
じ
た
の
か
は
承
知
し
て
い
な
い
。
ま
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
音
階
の
ほ
う
が
美
的
に
よ
り
良
い
、
あ
る
い
は
歌
い
や
す
い

な
ど
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
念
の
た
め
申
し
添
え
て
お
く
が
、
本
稿
は
、
よ
り
古
い
方
が
正
し
い
と
主
張
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、芸
能
は
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
の
が
常
で
あ
り
、〈
浦
安
の
舞
〉
に
つ
い
て
も
創
作
当
時
と
現
在
で
は
伝
承
に
変
化
が
生
じ
て
お
り
、

両
方
の
旋
律
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
（
魅
力
）
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
〇	

本
文
と
照
ら
し
て
、
写
真
の
番
号
に
間
違
い
が
あ
る
。
二
〇
頁
下
段
の
13
か
ら
18
ま
で
の
写
真
は
正
し
く
は
7
か
ら
12
。
同
じ
く
、
二
一
頁
上
段
の
7

か
ら
12
は
正
し
く
は
13
か
ら
18
。

五
一	

「
鈴
舞
」
の
第
十
四
節
目
の
説
明
の
横
に
添
え
ら
れ
て
い
る
歌
詞
の
文
字
に
誤
植
（
錯
簡
）
が
あ
る
。
表
四
で
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
歌
詞
を
下
段
（　

）

内
に
記
し
た
。
ま
た
、
雑
誌
『
紀
元
二
千
六
百
年
』
三
（
一
〇
）
号
に
掲
載
さ
れ
た
忠
朝
の
解
説
「
浦
安
の
舞
」
の
舞
譜
で
は
、『
紀
元
二
千
六
百
年

祝
典
記
録
』
の
第
十
三
節
の
後
半
が
第
十
四
節
と
な
り
、
以
下
、
節
の
番
号
が
ず
れ
、
最
後
の
節
は
第
十
六
節
と
な
っ
て
い
る
。

五
二	

鎮
座
十
周
年
祭
で
祝
詞
の
直
後
に
舞
わ
れ
た
の
は
、
御
神
楽
の
〈
其
駒
〉。

五
三	

東
儀
和
太
郎
監
修
、
小
野
雅
楽
会
発
行
『
龍
笛
譜
』『
篳
篥
譜
』
な
ど
の
末
尾
に
は
、
神
社
本
庁
制
定
〈
朝
日
舞
〉〈
豊
栄
舞
〉
の
楽
譜
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
（
東
儀　

一
九
八
四
）。

五
四	

国
立
劇
場
第
一
九
回
雅
楽
公
演
「
舞
楽　

大
曲
と
稀
曲
の
再
興
」
の
〈
蘇
合
香
〉
と
〈
河
南
浦
〉
な
ど
。

五
五	

「
舞
楽
神
事
」
当
日
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
（
二
〇
一
八
年
四
月
二
九
日
取
材
）。 

五
六	

二
〇
一
九
年
一
〇
月
三
〇
日
の
朗
読
会
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
と
熱
田
神
宮
」
公
演
（
名
古
屋
、
御
園
座
）
の
チ
ラ
シ
。

五
七	

〈
桃
豊
舞
〉
の
後
半
で
は
笙
を
使
用
し
て
い
る
。
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A study on the musical characteristics of 
modern miko-kagura (shrine maiden dance): 
focusing on “Yakumo-mai,” “Suzu-mai,” and 
“Urayasu-no-mai” created by Ôno Tadatomo

TERAUCHI Naoko

　　This essay aims at clarifying musical characteristics of the pieces of modern 
miko-kagura (shrine maiden dance) created by an imperial musician Ôno 
Tadatomo (1883-1956). He advocated an idea that a special musical genre 
for Shinto rituals should be developed and he himself created a number of 
miko-kagura before and during the war time. This essay analyzes Ôno’s three 
compositions; 1) “Yakumo-mai” which was created for Tsushima jinja shrine 
(Aichi prefecture) in 1927 and is his earliest work; 2) “Suzu-mai” that was 
completed in 1931 and performed at Chôsen jingû shrine in Keijô (present-day 
Seoul) in 1935; and 3) “Urayasu-no-mai” which was displayed in the ceremony 
of the 2600th Anniversary of National Foundation (Kigen nisen roppyakunen) 
in 1940. Ôno’s miko-kagura borrows many elements from the imperial court 
music gagaku but also contains some new elements of his own invention; for 
example, frequent usage of glissando pattern or left hand pressing in koto zither 
accompaniment. The essay also refers to post-war miko-kagura works composed 
by imperial musicians for specific shrines which show strong influence from Ôno 
Tadatomo’s works. 

Keywords:	 miko-kagura, Ôno Tadatomo, “Yakumo-mai,” “Urayasu-no-mai,” 
modern period

キーワード：巫女神楽、多忠朝、八雲舞、浦安の舞、近代


